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も
し
授
業
中
に
地
震
が
起
き
た
ら
―
。「
お
さ
な
い
、
は
し
ら
な
い
、
し
ゃ

べ
ら
な
い
、
も
ど
ら
な
い
」。
体
操
服
袋
で
頭
を
し
っ
か
り
守
り
、
速
や
か
に

避
難
し
ま
し
た（
5
／
13
　
地
震
避
難
訓
練
　
須
波
小
学
校
）
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平
成
28
年
熊
本
地
震
は
、
最
大
震

度
７
を
２
度
記
録
す
る
観
測
史
上
初

め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
夜
に
地
震
の
規
模
を
表

す
Ｍ（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）６・
５
最

大
震
度
７
の
前
震
が
発
生
し
た
の
に

続
き
、16
日
未
明
に
Ｍ
7・3
最
大
震

度
７
の
本
震
が
発
生
。
そ
の
後
も
活

発
な
地
震
活
動
が
続
き
、
４
月
29
日

ま
で
に
最
初
の
地
震
も
含
め
て
最
大

震
度
５
以
上
の
地
震
を
18
回
も
観
測

　
熊
本
県
を
中
心
に
続
い
て
い
る
一
連
の
地
震
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
土
砂
災

害
な
ど
に
よ
っ
て
49
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
い
ま
だ
に
１
人
が
安
否
不
明
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め
、
全
国
か
ら
多
く
の
支
援

が
寄
せ
ら
れ
、
三
原
市
か
ら
も
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
被
災
地
で

作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
は
地
中
の
活
断
層
が
動
く
こ
と
で
発
生
し
た
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
暮
ら
す
三
原
市
も
周
辺
に
活
断
層
が
あ
り
、
土
砂
災
害
が
起
こ

り
や
す
い
軟
弱
な
地
盤
の
傾
斜
地
も
多
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
大
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
災
害
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
は
ま
ず
各
自
で
命
を
守
る
備
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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熊
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〜
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▲１階部分が押し潰された住宅や倒壊したブロッ　ク塀、崩れたよう壁など、大きな被害が目立つ熊本県益
ましきまち
城町内（三原市職員撮影）　

�問い合わせ先



▲�地表にまで現れた活断層の大きなずれ（陸
上自衛隊撮影）

し
ま
し
た
。

　
震
源
域
は
熊
本
地
方
か
ら
阿
蘇
地

方
、
大
分
県
中
部
地
方
に
ま
で
拡
大

し
、
気
象
庁
の
発
表
に
よ
れ
ば
震
度

１
以
上
の
地
震
の
発
生
回
数
は
５
月

23
日
現
在
で
１
５
５
０
回
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
日
本
と
そ
の
周
辺
で
発
生
す
る
地

震
は
、海
溝
な
ど
プ
レ
ー
ト（
地
球
の

表
面
を
覆
っ
て
い
る
固
い
岩
の
層
）

の
境
界
や
そ
の
近
く
で
発
生
す
る「
海

溝
型
地
震
」と
、陸
地
や
沿
岸
域
で
発

生
す
る「
内
陸
型
地
震
」に
大
別
さ
れ

ま
す
。

　
内
陸
型
地
震
は
、
日
本
列
島
を
乗

せ
て
い
る
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
が
海
側

の
プ
レ
ー
ト
と
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と

で
圧
縮
さ
れ
、
岩
盤
層
が
壊
れ
て
ず

れ
る
活
断
層
や
そ
の
周
辺
で
発
生
し

ま
す
。
地
下
約
5
〜
20
㎞
と
比
較
的

浅
い
場
所
で
起
き
る
た
め
、
規
模
が

小
さ
く
て
も
大
き
な
被
害
に
つ
な
が

る
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
回
の
熊
本
地
震
も
こ
の
内
陸
型

地
震
で
す
が
、
震
源
の
深
さ
が
10
㎞

と
浅
く
、
原
因
と
な
っ
た
活
断
層
が

市
街
地
の
直
下
を
走
っ
て
い
た
た

め
、
特
に
激
し
い
揺
れ
と
被
害
を
も

た
ら
し
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
に
よ
る
と
、
被
災
地
で
の

宅
地
の
被
害
を
調
べ
る
被
災
宅
地
応

急
危
険
度
判
定
作
業
で
、
住
人
に
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
求
め
る
危
険
宅

地
が
県
内
に
１
，
７
０
０
件
超
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す（
５
月

11
日
時
点
）。
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

東
日
本
大
震
災
よ
り
２
０
０
件
以
上

多
く
、新
潟
県
中
越
地
震
の
約
3・3

倍
に
達
す
る
数
と
い
い
ま
す
。

　
特
に
、
２
度
の
震
度
７
に
見
舞
わ

れ
た
熊
本
県
益ま
し
き
ま
ち
城
町
で
は
、
約
１
万

５
千
件
の
住
宅
が
損
壊
し
、
危
険
宅

地
は
約
1
千
件
に
達
し
ま
し
た
。
現

在
も
調
査
は
続
い
て
お
り
、
判
定
作

業
が
進
め
ば
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
国
は
昭
和
56
年
に
建
築
基
準
法
を

改
正
し
、
新
た
に
建
て
ら
れ
る
建
築

物
に
は
震
度
6
強
の
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
性
能
を
義
務
付
け
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
そ
れ
以
前
の
旧
耐
震
基

準
で
建
て
ら
れ
た
建
物
に
は
耐
震
診

断
を
行
な
い
、
規
準
を
満
た
さ
な
い

建
物
は
耐
震
補
強
な
ど
で
改
修
す
る

こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
益
城
町
で
応
急
危
険
度
判
定
作
業

に
当
た
っ
た
三
原
市
職
員
も
、「
損
壊

し
て
い
た
建
物
の
多
く
は
、
旧
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
古
い
家
で
し
た
。

耐
震
改
修
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
も

う
少
し
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
も
多
く
被
災
し
ま
し

た
。
熊
本
県
宇
土
市
の
市
庁
舎
は
崩

壊
寸
前
と
な
り
、
職
員
も
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
他

に
も
、
防
災
拠
点
と
な
る
べ
き
自
治

体
の
庁
舎
や
避
難
所
と
な
る
は
ず
の

3 広報みはら 平成 28 年 6 月号

死　者 49人

安否不明 1人

関連死 20人

避難者 約9,500人

住家被害 約９万件

平成28年熊本地震の被害状況
　（５月21日現在、熊本県発表）

た
ら
し
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
陸
直
下
型
地
震
が

も
た
ら
す
甚
大
な
被
害

明
ら
か
に
な
っ
た

耐
震
化
の
重
要
性

▲１階部分が押し潰された住宅や倒壊したブロッ　ク塀、崩れたよう壁など、大きな被害が目立つ熊本県益
ましきまち
城町内（三原市職員撮影）　

特集��巨大地震から命を守る　〜平成28年熊本地震から私たちが学ぶこと〜

震源（M7.3）
最大震度 ７

震源（M6.5）
最大震度 ７

大分県大分県●●×●
●●×●
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学
校
や
体
育
館
が
被
災
す
る
ケ
ー
ス

が
目
立
ち
ま
し
た
。
こ
う
し
た
施
設

が
被
災
す
る
と
、
初
期
の
対
応
が
遅

れ
、
住
民
の
避
難
生
活
や
そ
の
後
の

生
活
再
建
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
は
、
住
宅
や
公
共
施

設
の
耐
震
化
の
重
要
性
と
そ
れ
が
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
実
態
を
浮

き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
地
震
で
は
土
砂
災
害
で
も

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
国

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
連
の
地
震
に

よ
り
熊
本
県
内
で
土
石
流
や
急
傾
斜

地
の
崩
壊
な
ど
土
砂
災
害
が
少
な
く

と
も
54
カ
所
起
き
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
の
山
間
部
、
南
阿
蘇
村
の

長
野
地
区
で
は
土
砂
が
山
頂
付
近
か

ら
幅
50
ｍ
に
わ
た
っ
て
流
出
し
ま
し

た
。
麓
の
宿
泊
施
設
が
土
砂
に
埋
ま

り
、
２
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
同

村
で
は
長
野
地
区
を
含
む
、
28
カ
所

で
地
震
に
よ
る
土
石
流
や
地
滑
り
が

発
生
し
、
少
な
く
と
も
８
人
が
命
を

落
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
土
砂
災
害
は
大
き
な
揺

れ
で
地
盤
が
崩
落
し
た
こ
と
が
主
な

原
因
で
す
が
、
土
質
が
軟
弱
だ
っ
た

こ
と
が
さ
ら
に
大
き
な
被
害
に
つ
な

が
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
害

の
大
き
か
っ
た
阿
蘇
地
域
は
活
火
山

の
カ
ル
デ
ラ
地
形
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
広
島
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
防
災
士
の
竹
原 

茂
さ
ん
も

「
火
山
灰
質
の
土
は
崩
れ
や
す
く
、強

い
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

は
」と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
は
、
豪
雨

に
よ
る
も
の
と
異
な
り
、
山
頂
や
尾

根
の
付
近
で
起
き
や
す
く
、
新
潟
県

中
越
地
震
、岩
手・宮
城
内
陸
地
震
の

よ
う
に
、
麓
付
近
の
集
落
な
ど
が
大

量
の
土
砂
で
押
し
流
さ
れ
、
大
き
な

人
的
被
害
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
目
立

ち
ま
す
。

　
ま
た
、
天
気
予
報
な
ど
で
あ
る
程

度
発
生
が
予
測
で
き
る
豪
雨
に
よ
る

も
の
と
違
い
、
地
震
に
起
因
す
る
土

砂
災
害
は
間
近
に
な
っ
て
備
え
る
の

が
難
し
い
災
害
で
も
あ
り
ま
す
。

軟
弱
な
土
質
が

大
規
模
な

土
砂
災
害
の
一
因

平成７年1月17日 阪神・淡路大震災 Ｍ 7.3 最大震度 7 死者6,434人
平成13年3月24日 芸予地震 Ｍ 6.7 最大震度 6弱 死者２人
平成15年9月26日 十勝沖地震 Ｍ 8.0 最大震度 6弱 死者１人、行方不明者１人
平成16年10月23日 新潟県中越地震 Ｍ 6.8 最大震度 7 死者68人
平成19年7月16日 新潟県中越沖地震 Ｍ 6.8 最大震度 6強 死者15人
平成20年6月14日 岩手・宮城内陸地震 Ｍ 7.2 最大震度 6強 死者・行方不明者23人
平成23年3月11日 東日本大震災 Ｍ 9.0 最大震度 7 死者・行方不明者１万8,000人以上

平成に入って発生した大規模な地震とその被害

▲�熊本県南阿蘇村で
発生した大規模な
土石流の現場。自
衛隊や消防による
懸命な救助活動が
行われました（陸
上自衛隊撮影）

※Ｍは地震の規模を表すマグニチュード。
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●市役所に義援金募金箱を設置しています
　被災地を支援するため、市民の皆さんのご協力
をお願いします。
設�置場所　市役所本庁１
階、本郷支所、久井支
所、大和支所

設�置期間　６月30日（木）
まで
※集まった義援金は、日本
赤十字社と共同募金会を通
じて被災地へ送られます。
※口座振り込みなどでも義
援金を送ることができます。
詳しくは問い合わせてください。

●市職員を派遣しています
　市では、被災した住宅や土地の危険度を調べる
応急危険度判定作業、断水区域での給水活動、避
難者の健康相談や避難所の衛生管理などの業務の
ため、職員を被災地へ派遣しました。

●災害支援車両の通行料を無料にする
　措置があります
　被災地支援のために使用する車両が有料道路を
通行する際、通行料を無料にする措置があります。
　適用を受けるには、災害派遣等従事車両証明書
が必要です。
期　間　６月30日（木）まで
対�象車両　被災地の自治体などから要請があり、
受け入れが承諾されたボランティア活動などで
使用する車両

対象被災地　熊本県内
申し込み先　危機管理課（☎0848・67・6165）

●被災者に市営住宅を無償提供します
対�　象　４月14日現在、熊本または大分県内に居
住し、同日以降に発生した地震で被災した人

提供戸数　10戸（申し込み先着順）
※提供する住宅は問い合わせてください。
提供期間　当面の期間
※入居者の被災状況などを考慮し、別途決定しま
す。
使用料　無料
※光熱水費・自治会費・共益費は除きます。
※照明器具とガスコンロ、瞬間湯沸し器は市で設
置します。
※連帯保証人と敷金は不要です。

熊本の一日も早い復興と生活再建のために

問危機管理課　☎0848・67・6165

　また、被災地からの要望を受け、トイレット
ペーパーや粉ミルクなどの生活用品を支援物資と
して送りました。
　市では今後も、被災地の一日も早い復興と生活
再建のため、支援を続けていきます。

▲住宅の応急危険度判定作業に当たる職員（写真上・下）

▲給水活動のため市の給水車を被災地へ派遣

問社会福祉課　☎0848・67・6058

問建築課　☎0848・67・6120

▲�市役所本庁１階に設
置された募金箱

�問い合わせ先

特集��巨大地震から命を守る　〜平成28年熊本地震から私たちが学ぶこと〜
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平
成
13
年
3
月
に
安
芸
灘
を
震
源

と
し
て
発
生
し
た
芸
予
地
震
で
は
、

市
内
で
も
最
大
震
度
５
強
を
記
録
し

ま
し
た
。
死
者
こ
そ
な
か
っ
た
も
の

の
、
重
傷
８
人
、
中
軽
傷
27
人
、
家

屋
の
半
壊
１
３
９
件
、
一
部
破
損
２

２
３
３
件
と
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
三
原
市
地
域
防
災
計
画
を

策
定
し
、
将
来
、
市
で
発
生
が
予
測

さ
れ
る
地
震
の
最
大
震
度
、
人
や
建

物
な
ど
に
与
え
る
被
害
の
大
き
さ
な

ど
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
四
国
沖
の
太
平

洋
を
震
源
と
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震（
海
溝
型
地
震
）が
Ｍ
９・
０
で

発
生
し
た
場
合
、
市
の
最
大
震
度
は

６
強
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
被

害
想
定
は
死
者
１
０
４
４
人
、
負
傷

者
２
５
５
８
人
、
５
２
４
９
件
の
全

壊
も
含
め
、
２
万
１
千
件
の
家
屋
が

損
壊
す
る
甚
大
な
も
の
で
す
。

　
内
陸
型
地
震
で
も
安
芸
灘
か
ら
伊

予
灘
〜
豊
後
水
道
を
震
源
と
す
る
地

震
が
Ｍ
７・４
で
起
こ
っ
た
場
合
、最

大
震
度
は
６
強
、
市
直
下
型
地
震
が

Ｍ
６・９
で
起
こ
っ
た
場
合
、最
大
震

度
は
６
強
と
、
い
ず
れ
の
場
合
も
最

大
で
震
度
６
強
の
揺
れ
が
襲
う
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
怖
い
の
が
、
熊
本
県
南

阿
蘇
村
と
同
じ
よ
う
に
、
市
内
で
も

地
震
が
引
き
金
と
な
っ
て
大
規
模
な

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
で
す
。

　
広
島
県
は
全
国
で
も
特
に
土
砂
災

害
の
危
険
が
高
い
地
域
で
、
県
内
の

土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
都
道
府
県
の

中
で
最
も
多
い
約
３
万
２
千
カ
所
も

あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
広
い
地
域
に
も
ろ
く
崩
れ

や
す
い「
ま
さ
土
」が
分
布
し
、
こ
の

軟
弱
な
地
質
が
た
び
た
び
土
砂
災
害

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
て
い
ま

　
地
震
は
世
界
中
の
ど
こ
で
も
起
こ

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
震
が

多
発
す
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域

が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
と
て
も
地
震
の
多
い
国
で

す
。
国
土
面
積
は
全
世
界
の
わ
ず
か

約
０・２
５
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、発

生
す
る
Ｍ
６
以
上
の
地
震
の
約
２
割

は
日
本
と
そ
の
周
辺
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
日
本
は
世
界
的
に
見
て
も
地

震
多
発
地
域
で
、
全
国
の
ど
の
場
所

で
も
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
三
原
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

全
国
の
ど
こ
で
で
も

巨
大
地
震
の
可
能
性

三
原
市
で
想
定
さ
れ
る

最
大
震
度
６
強
、
死
者

は
１
千
人
以
上

軟
弱
な
地
盤
で

土
砂
災
害
の
恐
れ
も

る
最
大
震
度
６
強

ま
ず
各
自
で
備
え
を

る
最
大
震
度
６
強

ま
ず
各
自
で
備
え
を

ま
ず
各
自
で
備
え
を

三
原
市
で
想
定
さ
れ

熊
本
地
震
を
教
訓
に

▲ 平成13年の芸予地震で被害を受けた三原市内。道路のひび割れ、斜面の崩落も起きました。
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す
。
一
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
広
島

市
の
大
規
模
な
土
砂
災
害
も
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
内
で
は
本
郷
町
か
ら
久
井
町
、

大
和
町
に
か
け
て
全
域
の
概
ね
４
分

の
３
に
ま
さ
土
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
１
７

５
５
カ
所（
土
石
流
危
険
渓
流：５
１

２
カ
所
、急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所：

１
２
４
３
カ
所
）、土
砂
災
害
警
戒
区

域
は
４
６
９
カ
所（
う
ち
特
別
警
戒

区
域：４
４
７
カ
所
）と
、
警
戒
が
必

要
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
も
し
震
度
６
強
の
強
烈
な
揺
れ
が

三
原
市
を
襲
っ
た
ら
、
そ
れ
が
雨
で

地
盤
が
ゆ
る
ん
だ
と
き
だ
っ
た
ら
。

大
き
な
被
害
に
つ
な
が
る
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
は
十
分
に
あ
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、
建
物

の
倒
壊
と
土
砂
災
害
に
よ
り
多
く
の

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
た

く
さ
ん
の
人
が
住
ま
い
を
失
い
、
い

ま
も
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
の
被
害
を
完
璧
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
備
え
る

こ
と
で
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
を
補
助
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
人
は
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
９
ペ
ー
ジ
で

案
内
）

　
ま
た
、
家
屋
を
耐
震
化
し
て
も
家

具
の
固
定
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
下

敷
き
に
な
っ
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
し

て
大
き
な
け
が
を
し
ま
す
。
家
具
の

固
定
は
比
較
的
簡
単
に
行
え
ま
す
。

家
具
が
固
定
で
き
な
い
場
合
で
も
、

寝
室
や
玄
関
ま
で
の
経
路
に
は
高
い

家
具
を
置
か
な
い
な
ど
の
対
処
も
有

効
で
す
。

　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

気
持
ち
で
、
ま
ず
は
で
き
る
事
か
ら

備
え
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

立って歩くことができない. 
飛ばされることもある．
固定していない家具のほ
とんどが移動し、倒れる
ものが多くなる．

耐震性の低い木造建物は、
傾くものや、倒れるもの
が多くなる．
大きな地割れが生じたり、
大規模な地すべりや山の崩
壊が発生することがある．

巨大地震が発生した場合に想定される三原市の最も大きな被害

熊
本
地
震
を
教
訓
に

命
を
守
る
備
え
を

震度６強の地震で想定される被害 南海トラフ巨大地震（M9.0）が発生した場合に
想定される三原市の震度分布（最大値）

震度６強
震度６弱
震度５強

想定される巨大地震 マグニチュード（地震の規模） 最大震度 人的被害の想定 建物被害の想定

南海トラフ巨大地震 Ｍ9.0 ６強 死者　1044人
負傷者2558人

全壊  5249件
半壊15799件

安芸灘から伊予灘～豊後
水道を震源とする地震 Ｍ7.4 ６強 死者　1041人

負傷者1487人
全壊  2152件
半壊  7312件

市直下を震源とする地震 Ｍ6.9 ６強 死者　  299人
負傷者2803人

全壊  5048件
半壊10632件

※既に明らかとなっている断層などを震源とする地震、どこでも起こりうる直下の地震を選定し、東日本大震災を踏
まえ、最新の科学的知見に基づいて広島県が想定した結果です。

特集  巨大地震から命を守る　～平成28年熊本地震から私たちが学ぶこと～
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地
震
で
建
物
が
倒
壊
し
な
く
て

も
、
家
具
や
家
電
製
品
の
転
倒
や
落

下
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
な
ど
で
大
き
な

け
が
を
し
た
り
、
屋
外
へ
の
逃
げ
道

が
ふ
さ
が
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
建
物
の
耐
震
化
と
合
わ
せ
、
家
具

な
ど
は
し
っ
か
り
固
定
し
、
室
内
の

安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

家
具
や
家
電
製
品
が
倒
れ
な
い
よ

う
に
す
る
に
は

・ 

本
棚
や
タ
ン
ス
は
重
い
物
を
下
の

方
に
収
納
し
、
重
心
を
低
く
す
る

・ 

金
具
な
ど
で
壁
や
天
井
に
固
定

し
、
滑
り
止
め
シ
ー
ト
で
転
倒
を

防
ぐ

● 

ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
す

る
に
は

　
救
援
物
資
が
届
か
な
い
場
合
で

も
、
最
低
３
日
間
は
避
難
生
活
が
送

れ
る
こ
と
を
目
安
に
、
必
要
な
物
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
は
、
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
例

　
飲
料
水・食
料
品（
カ
ッ
プ
麺
、
缶

詰
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
）・貴
重
品（
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

現
金
、
健
康
保
険
証
な
ど
）・救
急
用

品・
衛
生（
生
理
）用
品・
ヘ
ル
メ
ッ

ト・防
災
頭
巾・マ
ス
ク・軍
手・懐
中

電
灯・
衣
類・
下
着・
毛
布・
タ
オ
ル・

携
帯
ラ
ジ
オ・予
備
電
池・使
い
捨
て

カ
イ
ロ・ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ・洗

面
用
具 

な
ど

・ 

食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
扉
や
窓
ガ
ラ
ス

が
割
れ
て
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、

ガ
ラ
ス
に
専
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
貼

る
● 

棚
の
収
納
物
な
ど
が
落
下
し
な
い

よ
う
に
す
る
に
は

・ 

扉
の
開
放
を
防
止
す
る
専
用
器
具

を
取
り
付
け
る

※
食
料
品
は
無
理
に
非
常
食
を
購
入

し
な
く
て
も
、
消
費
期
限
の
長
い
食

品
を
食
べ
な
が
ら
入
れ
替
え
る
と
負

担
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
は
ミ
ル
ク
や

紙
お
む
つ
、
哺
乳
び
ん
な
ど
も
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
慌
て
る
こ
と
な
く
、
ど

う
避
難
す
る
か
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
を
利
用
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
時
に
、
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
電
柱
な
ど
が
道
を
ふ
さ
ぎ
、

普
段
使
っ
て
い
る
道
が
使
え
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
自
宅
周

辺
の
道
路
な
ど
を
確
認
し
、
家
族
で

・ 

タ
ン
ス
の
上
な
ど
、
高
い
場
所
に

重
い
物
や
危
険
な
物
を
置
か
な
い

● 

家
具
な
ど
が
倒
れ
た
場
合
に
備
え

て
・ 

タ
ン
ス
や
テ
レ
ビ
な
ど
、
重
い
家

具
や
家
電
製
品
は
寝
室
や
避
難
経

路
の
付
近
に
は
置
か
な
い

ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
土
砂

災
害（
特
別
）警
戒
区
域
図
を
作
成

し
、
配
付
し
て
い
ま
す
。
自
宅
に
な

い
場
合
は
危
機
管
理
課（
市
役
所
本

庁
４
階
）に
用
意
し
て
い
ま
す
。

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
を

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

具
体
的
な
避
難
行
動
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

テレビ

タンス

食器棚

特集  巨大地震から命を守る　～平成28年熊本地  震から私たちが学ぶこと～
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①
耐
震
診
断
②
耐
震
改
修

内 

容　
①
耐
震
診
断
を
負
担
金
１
万

円
で
実
施
②
耐
震
改
修
工
事
費
の

一
部
を
最
大
60
万
円
ま
で
補
助

対 

象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

※
２
階
建
て
以
下
の
戸
建
て
住
宅
な

ど
補
助
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
建
築
指
導
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

募
集
棟
数　
①
10
棟
②
３
棟

　大地震に備え、私たちはどんな準備をすればよい
のでしょうか。熊本地震の被災地を訪れた広島県自
主防災アドバイザーで防災士の竹原 茂さんに聞き
ました。
――被災地の状況はどうでしたか。
　「最も大きな被害を受けた熊本県益城町を訪問し
ました。ひどい所では家屋のほとんどが倒壊し、崩
れたブロック塀やよう壁の石積みが道路をふさいで
いる場所もありました。辺り一面ががれきの山にな
ってしまったような印象さえ受けました」
――避難所を視察した印象は。
　「主に学校が避難所となっていましたが、校長先
生の主導で先生や学生が動いている姿が目立ちまし
た。住民の中でリーダーシップをとる人がなく、避
難所の運営には苦労しているようすでした。被災し
ているのでしかたない面もありますが、住民の待ち
の姿勢が目立ちました」
――全体を通してどんな感想を持ちましたか。
　「熊本の人の中には『台風は来るけれど、大地震は
起きない』という意識があったように感じます。で
すから、自治体も住民も十分な備えができていなか
ったようです。いつ起きるか分からないのが地震で
す。起きるのを前提に、各家庭でできる備えを行
い、地域で自主防災組織を結成してリーダーの育成
や訓練を行なっていれば、被害も避難生活の負担も
もう少し小さかったのではと悔やまれます」
――三原市も大きな地震が想定されます。各家庭で
はどう備えればよいですか。
　「他人に頼らず、最低でも３日間は自分たちだけ
で生き延びることができるよう、食料品や生活用品
を準備しておくべきです。防災ハザードマップを見
ながら家族で行動を確認するなど、あらかじめ話し
合っておきましょう。指定避難場所でなくても、家
の近くの頑丈な建物へ避難するなど、状況に応じて
安全を確保することも大切です。普段の備えが、と
っさのときの臨機応変な対応につながります」

　
自
主
防
災
組
織
は
、住
民
が
協

力
し
て
自
主
的
に
地
域
で
防
災
活

動
を
行
う
組
織
で
す
。

結
成
時
の
助
成

　
新
規
結
成
時
に
、活
動
に
必
要

な
資
機
材
の
整
備・
購
入
な
ど
を

加
入
世
帯
数
に
応
じ
て
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断・改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
支
援
し
ま
す

問
危
機
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
６
５

問
建
築
指
導
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
２
２

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
先
着
順
。

申 

込
期
限　
11
月
30
日（
水
）ま
で

結
成
後
の
支
援

　
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、
防
災
訓

練
や
防
災
士
な
ど
の
資
格
取
得
、
地

域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
防
災
施
設

の
整
備
な
ど
を
支
援
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

３
日
間
は
自
分
た
ち
で

生
き
延
び
ら
れ
る
備
え
を

防
災
士

　
竹た

け
は
ら原 

茂し
げ
る 

さ
ん

問問い合わせ先

各
種
補
助
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

▲防災体験会も定期的に開催しています

特集  巨大地震から命を守る　～平成28年熊本地  震から私たちが学ぶこと～



10平成28年6月号 広報みはら

　自然光を最大限に取り込み、明るい窓口・待
合空間とします。また、機能面や安全面に配慮
し、誰もが使いやすい庁舎づくりを行います。

１階エントランスロビー・窓口（イメージ）

　規　模　　地上８階、塔屋１階
　構造形式　基礎免震構造、RC造＋一部鉄骨造
　　　　　　鋼管コンクリート杭＋RC杭25m
　建築面積　1,934.97㎡
　延床面積　12,252㎡
　最高高さ　39.0m
　駐車台数　90台（思いやり駐車場４台を含む）

　自然エネルギーを有効に活用するとともに、省
エネ手法を採用し環境にやさしい庁舎づくりに
取り組みます。
　・ 自然換気や通風・自然採光の積極的利用
　・ 太陽光発電システムの設置
　・ 雨水利用
　・ 庇

ひさし
を兼ねたメンテナンスバルコニーの設置

　・ 断熱効果の高いLow-Eペアガラスの採用
　・ 高効率なLED照明の採用

　さまざまな災害に対し、安全性の確保と庁舎と
しての機能を維持できる庁舎づくりを行います。
　・ 大地震時に建物の揺れを大幅に低減する免震
構造を採用し、建物や設備などへの損傷や備
品の転倒を防止

　・ １階床を津波の浸水想定高さよりも高く設定
　・ 発電機などの重要設備を屋上・最上階に設置
　・ 非常時における電気・給排水・通信などの機能
確保による災害対策機能の充実

内装計画

　防災計画 　環境配慮計画

　建築概要

　市は、市役所本庁舎（昭和40年竣工）を現在地で
建て替える新庁舎建設事業を進めています。
　昨年７月に策定した新庁舎建設基本計画に基づ
き市民の皆さんからの意見（パブリックコメント）
やワークショップでの提案などを参考にシンプル
で機能的な新庁舎の基本設計がまとまりました。
　今後、詳細な設計（実施設計）を行い、平成31年
春の開庁、平成32年３月の駐車場整備を含む事業
全体の完成をめざします。

新庁舎建設の
基本設計がまとまりました

問庁舎建設担当室　☎0848・67・6022



屋上の設備機器を
隠すルーバー

自然光と
眺望を取
り込む大
きな開口
部

主に共用会議室・多目的ス
ペースが配置される南東部
を印象的にデザイン

川に面したバルコニー
を際立たせたデザイン

熱負荷を抑制
するため壁で
構成し、機能
性を重視

庇効果とメンテ
ナンス性を兼ね
たバルコニー

南立面 東立面

サービスヤード

西野川

問問い合わせ先

11 広報みはら 平成28年6月号

　新庁舎は敷地西側に配置します。
　来庁者用駐車場の出入口は南側に１カ所設置し、場内は一方
通行とします。また、庁舎正面には車寄せを兼ねた車両通り抜
け通路を計画します。
　敷地内に歩行者用通路を設け、歩行者の安全に配慮します。

　市民利用エリアとなる南面は自然光と眺望を取り込
む大きな開口部にするとともに、各フロア外周にメン
テナンス用バルコニー（日差しを遮る庇

ひさし
効果）を設置

し、機能性・メンテナンス性に配慮します。

　立面計画

　配置・動線計画

※基本設計とは・・・新庁舎建設基本計画に基づき、必要な機能や建物配置、空間の構成、デザインなど
についてまとめたものです。今後、詳細な設計を行なっていく中で、内容を変更する場合があります。
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市政フラッシュ

大
和
町
で
水
道
の

給
水
区
域
を
拡
大

元
気
な
三
原
へ

イ
オ
ン
と
地
域
連
携
協
定

　
市
は
、
大
和
町
で
簡
易
水
道
が
利
用
で
き

る
区
域
を
拡
大
し
、
先
月
17
日
か
ら
給
水
を

開
始
し
ま
し
た
。新
た
に
給
水
す
る
大
具・下

徳
良
地
域
の
一
部
で
全
戸
が
加
入
し
た
場

　
市
と
イ
オ
ン
株
式
会
社
は
先
月
20
日
、
市

の
活
性
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ

し
、
両
者
が
連
携
し
て
事
業
を
行
う
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
情
報
発
信
や
観
光

振
興
、
健
康
福
祉
の
増
進
、
子
育
て
支
援
な

ど
幅
広
い
分
野
で
協
力
し
、
両
者
の
資
源
を

活
用
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
ま
ず
、
イ
オ
ン
三
原
店
内
に
広
報
み
は
ら

西
幼
稚
園
の

新
し
い
園
舎
が
完
成

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
、
西
幼
稚
園
の
改
築
工
事
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
全
て
の
市
立
幼
稚
園
が
耐
震
化

し
ま
し
た
。
現
在
、
進
め
て
い
る
第
三
中
学

校
で
の
新
校
舎
の
建
設
と
既
存
校
舎
の
改
修

が
終
わ
れ
ば
、
市
内
の
全
学
校
施
設
の
耐
震

化
が
完
了
し
ま
す
。

　
市
は
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
立
西
幼
稚
園
の
改
築
工
事
が
完
了
し
、

４
月
20
日
、
新
園
舎
の
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
老
朽
化
し
て
い
た
旧
園
舎
の
耐
震
性
が

低
か
っ
た
た
め
、
現
在
地
で
建
て
替
え
ま
し

た
。

　
新
園
舎
は
鉄
骨
造
平
屋
建
て
の
４
５
３
㎡

で
、工
事
費
は
約
１
億
８
，５
０
０
万
円
。
敷

地
の
南
側
に
配
置
す
る
こ
と
で
日
当
た
り
を

良
く
し
、
保
育
室
や
廊
下
な
ど
の
内
装
に
木

材
を
多
く
使
っ
て
明
る
く
温
も
り
の
あ
る
雰

囲
気
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
、
園
児
23
人
や
そ
の
保
護
者

な
ど
約
40
人
が
参
加
。古
本
節
郎
園
長
が「
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く
素
敵
な
施
設

に
な
り
ま
し
た
」と
あ
い
さ
つ
し
、年
長
組
の

園
児
が
園
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
市
は
安
全
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

合
、
約
１
２
０
戸
の
２
３
０
人
が
水
道
水
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
給
水
区
域
を
拡
大
す
る
た
め
、
大
和
町
和

木
に
敷
地
面
積
約
３
，
０
０
０
㎡
の
浄
水
場

を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
新
和
木
浄

水
場
で
椋
梨
川
か
ら
取
っ
た
水
を
急
速
ろ
過

機
で
ろ
過
、
消
毒
し
、
１
日
最
大
９
０
０
㎥

を
送
水
し
ま
す
。

　
給
水
開
始
に
併
せ
、
新
和
木
浄
水
場
で
行

わ
れ
た
通
水
式
で
天
満
祥
典
市
長
は
、「
安
全

で
お
い
し
い
水
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
市
は
、今
後
も
安
心・安
全
で
お
い
し
い
水

道
水
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
給
水
区
域
の
拡
大
や
水
質
の

適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
ラ
ッ
ク
を
設

置
し
、来
店
者
に
市
政
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　
ま
た
、イ
オ
ン
で「
三
原
う
き
し
ろ
Ｗ
Ａ
Ｏ

Ｎ
」を
発
行
し
、全
国
の
加
盟
店
で
そ
の
カ
ー

ド
を
使
っ
て
支
払
わ
れ
た
金
額
の
一
部
を
、

市
の「
み
は
ら
三
原
ふ
る
さ
と
夢
基
金
」に
寄

付
す
る
と
と
も
に
、
三
原
商
栄
会
連
合
会
と

連
携
し
、
地
域
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業

を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
商
業
の
活
性
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
同
日
、店
内
で
行
わ
れ
た
締
結
発
表
で
は
、

天
満
祥
典
市
長
が「
イ
オ
ン
と
し
っ
か
り
手

を
組
み
、元
気
な
三
原
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
話
し
、山
口
聡
一・イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
取
締

役
専
務
執
行
役
員
も「
互
い
の
特
色
を
生
か

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」と
応
じ
ま
し
た
。

問
水
道
部
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・64・２
２
４
２

問
経
営
企
画
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

問
教
育
振
興
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
５
２

�問い合わせ先

▲�新たに整備された新和木浄水場

▲�市の活性化と市民サービス向上のため
イオンと協力して事業を行います

▲�完成した西幼稚園の園舎
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�問い合わせ先

糖尿病予防教室
と　き　30日（木）　13時30分～15時
ところ　本郷生涯学習センター２階　多目的ホール
テ�ーマ／講師　市における糖尿病の現状と基礎知識

／保健福祉課保健師、食事と運動／本郷中央病院
糖尿病療養指導士　冨中里美さん

対�　象　健診で血糖値が高いと指摘された人など
定　員　50人（申し込み先着順）
申�し込み先　本郷保健福祉センター
（☎0848・86・3609）

薬局で糖尿病リスク測定ができます
　市内の薬局で血糖値の簡易測定ができます。糖尿
病の予防・早期発見のため、測定・相談してください。

内�　容　血糖値の測定、薬剤師による結果説明と指導
対　象　特定健康診査を受診していない人
料　金　無料

やっさだるマン健康スタンプラリーを実施中
　健診や健康教室など健康づくりイベントに参加し
てスタンプを集めましょう。３つ集めた人に抽選で
プレゼントを進呈します。
期�　間　12月17日（土）ま

で
対　象　20歳以上の人
※対象のイベントなど、詳
しくは問い合わせてください。

市議会定例会会議日程
　次の日程で６月定例会の開催が予定さ
れています。
　市議会は公開しています。
　傍聴の受け付けは当日、議会事務局で
行ないます。
定　員　本会議　45人
　　　　各委員会　５人程度

と　　き 内　　容

  6日（月）

10時～

本会議：開会
   9日（木）・
10日（金） 本会議：一般質問

13日（月）
～

15日（水）
常任委員会

16日（木） 補正予算特別委員会

20日（月） 14時～ 本会議：閉会

副
議
長・各
常
任
委
員
が
決
定

総
務
財
務
委
員
会

◎
七
川
義
明　

○
正
田
洋
一　

　
安
藤
志
保　

　
児
玉
敬
三　

　
德
重
政
時

　
伊
藤
勝
也　

　
松
浦
良
一　

　
中
重
伸
夫　

　
分
野
達
見

厚
生
文
教
委
員
会

◎
荒
井
静
彦　

○
岡 

富
雄　

　
平
本
英
司　

　
亀
山
弘
道　

　
新
元 

昭　

　
岡
本
純
祥　

　
小
西
眞
人　

　
寺
田
元
子　

経
済
建
設
委
員
会

◎
高
木
武
子

○
萩 

由
美
子　

　
政
平
智
春　

　
陶 

範
昭　

　
加
村
博
志　

　
谷
杉
義
隆　

　
中
村
芳
雄　

　
力
田
忠
七　

　
仁
ノ
岡 

範
之

議
会
運
営
委
員
会

◎
岡
本
純
祥　

○
亀
山
弘
道　

　
児
玉
敬
三　

　
高
木
武
子　

　
松
浦
良
一　

　
加
村
博
志　

　
七
川
義
明　

　
仁
ノ
岡 

範
之

※
◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長
。

糖尿病を正しい知識で予防しましょう

　
平
成
28
年
第
２
回
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
12
日
に
開
か
れ
、
副
議
長
の
選
挙
と
各
常
任
委
員

会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
副
議
長
、
各
常
任
委
員
と
議
会
運
営
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問議会事務局
　☎0848・67・6137

 副議長平
成
17
年
４
月
当
選
以
来
３
期
目
。総

務
財
務
委
員
会
、
建
設
都
市
委
員
会
、

予
算
特
別
委
員
会
、議
会
基
本
条
例
実

行
委
員
会
の
各
委
員
長
を
歴
任
。
63

歳
。
糸
崎
五
丁
目
。

中
なかむら
村芳
よし
雄
お
さん

実施薬局 電話番号

通年
（来年３月末まで）

センター薬局日赤前店 0848・81・0577
ときわ薬局 0848・62・2953
玉浦薬局 0848・63・2115
薬局レイ 0848・62・7158
マツオ薬局 0848・62・2381
センター薬局 0848・64・8079
ほのか薬局 0848・81・0585
本郷薬局 0848・86・1762
あゆみ薬局 0847・32・7700

期間限定
（今年７月末まで）

モリオ薬局 0848・61・1193
多森薬局 0848・63・7676
シマダ薬局 0848・64・5689
プラザ薬局 0848・62・7228

ときわ薬局宮沖店 0848・67・4774

問 保健福祉課
　☎0848・67・6053
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市
職
員
を
募
集
し
ま
す

試
験
日・場
所

▼
第
１
次
試
験　
７
月
24
日（
日
）

　
中
央
公
民
館

▼
第
２
次
試
験　
８
月
20
日（
土
）

　
市
役
所
本
庁

▼
第
３
次
試
験　
９
月
11
日（
日
）

　
市
役
所
本
庁

受
付
期
間　
６
月
１
日（
水
）～
６

月
22
日（
水
）

試
験
要
項・申
込
書
の
配
付
場
所

　
職
員
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�

※
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
宛

先
と
希
望
職
種
を
記
入
し
、

1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒（
33
㎝
×
24
㎝
以
上
の

大
き
さ
）を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
先

　
三
原
市
試
験
委
員
会（
職
員
課

内
〒
723-�

8601
港
町
三
丁
目
５
番
１

号
）

　
※
郵
送
の
場
合
、
締
切
日
消
印

有
効
で
す
。

問�

職
員
課（
市
役
所
本
庁
３
階
）

���

☎
０
８
４
８・67・６
０
２
５

職種（試験区分） 採用予定数 受験資格（年齢は来年４月１日現在） 採用予定日

① 一般事務職（上級） ２人程度 平成元年４月２日～平成６年４月１日生まれの人
（23歳～27歳）

今年
10月１日

② 一般事務職（上級） ５人程度 平成元年４月２日～平成７年４月１日生まれの人
（22歳～27歳）

来年
４月１日

③ 土木技術職（上級） 若干名 平成元年４月２日～平成７年４月１日生まれの人
（22歳～27歳）

来年
４月１日

④ 土木技術職（中級） 若干名 平成７年４月２日～平成９年４月１日生まれの人
（20歳～21歳）

来年
４月１日

※今回の試験（ａ日程）のほか、10月16日（日）を第１次試験日とする試験（ｂ日程）で一般事務職（上級・初級・身体
障害者）、保育士・幼稚園教諭職、消防士職を募集します。詳しくは広報みはら９月号でお知らせします。
※一般事務職（上級）は、ａ日程またはｂ日程のどちらか１回のみ受験することができます。

対　象　平成28年７月１日現在で65歳未満の人
選考方法　書類審査・面接
申�し込み　６月15日（水）までに、履歴書と応募資格

を証明するものの写しを各課へ
※業務内容など詳しくは各課・市ホームページで確認
してください。

非常勤職員を募集 任用期間　平成28年７月１日〜平成29年３月31日

職　種 報酬（日額） 勤務日・時間
主な業務内容

※★は自動車の運転
を伴います。

応　募　資　格 定員 問い合わせ・申し込み先

家庭児童
相談員 6,640円 週5日、1日5時間50分 子育てに関する指

導・相談★

大学で児童・社会福祉に関す
る学科を専修した人、または
社会福祉主事として児童福
祉分野の職務経験が２年以
上ある人など

１人
保健福祉課

☎0848・67・6061

保健指導員 9,920円 週4日、1日6時間45分

保健福祉に関する
指導・相談★

保健師または看護師の免許
を持っている人

２人

高齢者の保健福祉
に関する指導・相
談★

１人 高齢者福祉課
☎0848・67・6055

児童クラブ
指導員 5,500円 週6日、1日4時間50分 小学生の学習指導

など

①保育士の資格、各種教諭免
許などを持っている人②大
学などで教育学科などを修
了した人③高卒以上で類似
の業務経験が２年以上ある
人

２人 子育て支援課
☎0848・67・6045

学芸員 7,930円 週5日、1日5時間50分 博物館業務
大学で歴史・民俗学などを専
攻し、学芸員の資格を持って
いる人

１人 文化課
☎0848・64・9234

警備嘱託員 8,520円 1日7時間45分　
週平均3日程度

時間外の来庁者の
対応、出入者の監
視、電話・郵便物
の受け付けなど

市役所本庁での日直・宿直が
できる人 １人 総務広報課

☎0848・67・6022
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�問い合わせ先

　  築城450年事業のキャッチフレーズを募集

三原の観光情報を発信しています

　来年、三原城は築城450年を迎えます。これを祝
うため、皆さんに親しまれるキャッチフレーズを募
集します。採用作品は瀬戸内三原�築城450年事業の
周知・宣伝活動などで使用されます。
テ�ーマ　瀬戸内三原�築城450年事業をより身近に親
しみやすく感じられるもの
要　件　20字以内
※１人何点でも応募可。応募１通につき１作品まで。
※オリジナルで未発表のものに限ります。
賞�　最優秀賞（1点）＝賞状・賞金４万5,000円、優秀
賞（3点）＝賞状・賞金4,500円
※応募者から抽選で45人に記念グッズを贈呈します。
※同一作品があった場合、抽選で受賞者を決定します。
※受賞者が中学生以下の場合、賞金相当額の図書
カードを贈呈します。

テレビ番組
みはら幸福さんぽ～アップロード～
　レポーターが三原を訪
れ、グルメ・観光情報など
を発信します。
放�送日時　毎週月曜日21
時54分～22時

放�送局　テレビ新広島（ＴＳＳ）

見晴（みはらし）写眞堂を公開中
　市ホームページ内の
見晴（みはらし）写眞堂
では、三原の風景や特
産品、グルメなどの画
像や動画を公開してい
ます。無料でダウン
ロードして利用できま
す。

Ｈ�Ｐアドレス　http://www.city.mihara.hiroshi�
ma.jp/site/miharaphoto
※著作権上、閲覧のみの素材もあります。

発�　表　広報みはら・市ホームページなどで発表
※受賞作品の知的財産権に関わる一切の権利は市に
帰属します。
※原案を尊重しながら修正を加える場合があります。
※詳しい規定は募集要項で確認してください。
応�募方法　６月30日（木）までに、郵送、ファクスま
たはEメールでキャッチフレーズと①名前（フリガ
ナ）②郵便番号・住所③年齢（学生は学校名・学年）
④電話番号を瀬戸内三原�築城450年事業推進協
議会（〒723-�0014城町一丁目２番１号ペアシティ三
原西館１階「築城450年キャッチフレーズ募集」係
☎0848・61・0450 0848・61・0451 kanko@
city.mihara.hiroshima.jp）へ

観光案内アプリ 三原地図さんぽ
　スマートフォン向け観光案内ア
プリケーション「三原地図さん
ぽ」の運用を開始しました。
　地図には現在地、観光スポット
やご当地グルメが味わえる飲食店
などが表示され、アイコンに触れ
ると写真や文章、動画などの情報
が表示されます。
利�用方法　スマートフォンやタ
ブレットのアプリケーションス
トアから無料でダウンロード

やっさだるマンのLINEスタンプを販売中
　瀬戸内三原�築城450年事業
推進協議会では、やっさだるマ
ンのLINE（ライン）スタンプを
販売しています。
　スマートフォンやタブレッ
トでLINEを起動し、「その他」
→「スタンプショップ」へと進み、「やっさだるマン」で
検索してください。
価　格　50コイン（120円）／１セット（40種類）
問�い合わせ先��築城450年事業推進担当室（☎0848・
61・0450）
問観光課　☎0848・67・6015
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お知らせ拡大版

定点調査で回収されたごみの量

きれいな三原まちづくり条例の禁止行為の内容と罰則

市
内
全
域
で
ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬
の
ふ
ん
の

放
置
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
市
で
は﹃
き
れ
い
な
三
原
ま
ち
づ
く
り
条

例
﹄を
施
行
し
、市
内
全
域
で
空
き
缶
や
吸
い

殻
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放

置
な
ど
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行

為
を
特
に
重
点
的
に
防
止
す
る「
環
境
美
化

重
点
区
域
」、指
定
場
所
以
外
で
の
喫
煙
を
禁

止
す
る「
喫
煙
制
限
区
域
」で
は
禁
止
行
為
に

対
し
て
罰
則
も
定
め
て
い
ま
す
。

禁
止
行
為
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
環
境
美
化
重
点
区
域
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
、
ポ
イ
捨
て
や
指
定
場
所
以
外
で
の
喫

煙
に
注
意
と
指
導
を
行
な
い
、
環
境
美
化
へ

の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
週
決
ま
っ
た
場
所
で
ポ
イ
捨
て

ご
み
や
犬
の
ふ
ん
を
回
収
し
て
量
を
調
べ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
調

査
開
始
時
と
比
べ
て
ご
み
や
ふ
ん
の
量
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
多

く
の
ご
み
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
が
行
わ
れ

て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
三
原
市

が
清
潔
で
安
全
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
は
環
境
月
間
で
す

き
れ
い
な
三
原
づ
く
り
に
ご
協
力
を

JR 本郷駅

総合技術高校

本郷生涯
学習センター

本郷支所
郵便局

総合技術高校

●

JA 三原
久井出張所

公立くい診療所

亀甲園

旧久井小学校
御調川

県道御調
久井線

大和支所
浄楽寺
バス停

工業団地
東口交差点

郵便局

下徳良
駐在所

芸陽バス
車庫

サン・
シープラザ
サン・
シープラザ
市役所

リージョン
プラザ

三原小学校

イオン
三原店

フジグラン
三原

フジグラン
三原

帝人
三原
事業所

帝人
三原
事業所興生

総合
病院

●

●

●

港湾ビル港湾ビル
市役所

JR三原駅JR三原駅

環境美化重点区域　　　　　　喫煙制限区域　　　　　　指定喫煙場所 ●

本郷地域

久井地域
大和地域

三原地域

ごみの種類 平成23年９月 平成28年３月
吸　殻 949個 440個
紙類・プラスチック 404個 394個
その他（ビン・カンなど） 84個 ５個
犬のふん 20個 ０個
合計 1,457個 839個

区　域 禁止行為 場　所 金銭罰

市内全域

　（環境美化
　　 重点区域）

・ 空き缶や吸い殻などの
ポイ捨て　

・ 落書き　
・ 不法焼却　
・ 回収容器の不適正な管

理

屋外
最高５万円

・ 飼い犬のふんの放置　
・ 飼い犬の放し飼い

屋外の
公共の場所

喫煙制限区域
・ 指定場所以外での喫煙
※携帯用灰皿を用いての
喫煙も禁止です。

屋外の
公共の場所 最高２万円

問
生
活
環
境
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
９
４

➡

➡
➡
➡

➡
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�問い合わせ先

第
13
回
み
は
ら
環
境
写
真・絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

み
は
ら
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
を
補
助

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
で
省
エ
ネ・温
暖
化
防
止

～�

明
か
り
を
消
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
生
活

に
つ
い
て
考
え
よ
う
～

　
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た
い
自
然
や
憩

い
の
場
所
、
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を

写
真
、
絵
画
に
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
捨
て
や
落
書
き・不
法
投
棄・歩
行
喫
煙

の
禁
止
な
ど
、
美
化
マ
ナ
ー
の
向
上
を
啓
発

す
る
作
品
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ�

ー
マ　
自
然
環
境
や
生
物
な
ど
の
保
全・

保
護
の
取
り
組
み
、
美
化
マ
ナ
ー
の
向
上

な
ど

部
門・規
格

・�写
真
部
門
＝
２
Ｌ
判
以
上
、４
切
判
ま
た
は

ワ
イ
ド
４
切
判

・�絵
画
部
門
＝
四
つ
切
り
ま
た
は
八
つ
切
り
の

画
用
紙

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
応

募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

賞�　
特
選（
４
点
）＝
賞
金（
１
万
円
）と
賞

　
ツ
ル
性
の
植
物
を
ネ
ッ
ト
な
ど
に
這
わ
せ

て
窓
や
壁
を
覆
い
室
内
の
温
度
を
下
げ
る「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」。個
人
や
団
体
が
設
置
し
た
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

賞�　
最
優
秀
賞（
１
人
）、
優
秀
賞（
２
人
）、

特
別
賞（
３
人
）

申�

し
込
み　

９
月
20
日（
火
）（
必
着
）ま
で

に
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
写
真
と
①
住
所
②
名
前
③

連
絡
先
④
一
言
コ
メ
ン
ト（
希
望
者
の
み
）

を
み
は
ら
し
環
境
会
議
事
務
局（
生
活
環

境
課
内
〒
723-�

8601
港
町
三
丁
目
５
番
１
号

補
助
金
額　
上
限
10
万
円

補
助
件
数　
20
件
程
度（
申
し
込
み
先
着
順
）

対�

象　
市
内
の
業
者
に
よ
っ
て
自
ら
が
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
に
家
庭
用
燃
料
電
池
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
、
ま
た
は
市
内
の

業
者
か
ら
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
付

き
の
住
宅
を
購
入
す
る
人
で
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
人

※
住
宅
は
自
宅
兼
店
舗
も
含
み
ま
す
。

※
住
宅
ま
た
は
土
地
の
所
有
者
が
申
請
者
と

異
な
る
場
合
、所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
１
人
に
つ
き
１
回
、
１
住
宅
に
つ

き
１
回
。

　
夏
至
と
七
夕
の
夜
、
部
屋
の
明
か
り
を
消

し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
公
共
施
設

も
市
民
の
皆
さ
ん
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。

状
、入
選（
12
点
）＝
図
書
カ
ー
ド（
５
千
円

分
）と
賞
状
、
特
別
賞
＝
賞
品（
５
千
円
相

当
）と
賞
状

結
果
発
表　
９
月
下
旬

申
し
込
み　

９
月
12
日（
月
）（
必
着
）ま
で

に
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
作
品
と
応
募
用

紙（
提
出
先
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）

を
生
活
環
境
課（
〒
723-�

8601
港
町
三
丁
目
５

番
１
号
☎
０
８
４
８・67・６
１
９
４
）へ

☎
０
８
４
８・
67・６
１
９
４

seikatsu�
kankyo@

city.m
ihara.hiroshim

a.
jp

）へ

※
設
置
工
事
中
ま
た
は
設
置
済
み
の
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
来
年
１
月
31
日（
火
）ま
で

申�

し
込
み　
設
置
工
事
の
着
工
ま
で
に
、
申

請
書（
提
出
先
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用

意
）と
必
要
書
類
を
生
活
環
境
課（
☎
０
８

４
８・67・６
１
９
４
）へ

と�

き　

６
月
21
日（
火
）（
夏
至
）・
７
月
７
日

（
木
）（
七
夕
）20
時
～
22
時

問�

い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎
０
８
４

８・67・６
１
９
４
）

▲昨年度の最優秀賞
　大和小学校

▲�
昨
年
度
の
特
選

　「
リ
サ
イ
ク
ル
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」

　
國
貞�

穂
乃
佳
さ
ん



問
生
活
環
境
課（
市
役
所
本
庁
４
階
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
６
８

検査名 対象 検査頻度 指定検査機関
７条検査

（設置後の
検査）

全ての新設
浄化槽 初回のみ

公益社団法人
広島県環境保
全センター

（☎082・849・
6411）

11条検査
（定期検査）

11人槽以上 年に１回

10人槽以下

５年に１回

５年に４回

公益社団法人
広島県浄化槽
維持管理協会

（☎082・546・
2168）
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募集しています

申請期間　６日（月）～10日（金）９時～17時
申請場所　リージョンプラザ　南館
対　象　次の①②両方に該当する世帯
①市内に住民登録している
②市内の私立幼稚園に３歳～５歳児が通園している
※今年度中に満３歳になる幼児も含みます。
※市外の幼稚園でも子ども・子育て新制度に移行して
いない私立幼稚園は含みます。
補��助限度額　表１のとおり

用意する物　印鑑
※平成28年1月2日以降に転入
した人は、転入前の市町村が
発行した平成28年度課税証明
書が必要です。

私立幼稚園の授業料を補助します

世　帯　区　分
補　助　限　度　額　（年　額）

１人目 ２人目 ３人目～
生活保護の世帯 308,000円 308,000円

308,000円

市民税が非課税の世帯
272,000円 290,000円

市民税所得割が非課税の世帯
市民税所得割の課税額が77,100円以下の世帯 115,200円 211,000円
市民税所得割の課税額が211,200円以下の世帯 62,200円 185,000円
上記区分以外の世帯 154,000円

表１　世帯区分と補助限度額（年額）

※所得割課税額の上限値、補助限度額は世帯の構成によって異なります。

浄
化
槽
法
定
検
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　
ト
イ
レ
の
排
水
や
生
活
雑
排
水
を
き
れ
い

に
す
る
浄
化
槽
は
、
正
し
く
使
用
し
な
い
と

悪
臭
や
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。
浄
化

槽
を
正
し
く
機
能
さ
せ
る
た
め
、
浄
化
槽
を

管
理（
設
置
）し
て
い
る
人
は
、
法
律
に
よ
り

次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

　
浄
化
槽
を
正
し
く
機
能
さ
せ
、
良
好
な
状

態
を
維
持
す
る
た
め
、
県
に
登
録
し
て
い
る

事
業
者
へ
定
期
的
に
保
守
点
検
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

②
清
掃

　
浄
化
槽
は
年
１
回（
全
ば
っ
気
方
式
は
お

お
む
ね
６
カ
月
に
１
回
以
上
）の
清
掃
が
必

要
で
す
。
市
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
に
清

掃
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
点
検
と
清
掃
の
回
数
は
、
設
置
し
て
い
る

浄
化
槽
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
保
守
点
検
と
清
掃
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た

回
数
以
上
を
行
い
、
そ
の
記
録
を
３
年
間
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査

　
県
が
指
定
し
た
検
査
機
関
に
よ
る
、
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
た

検
査
で
す
。（
表
１
）

※
検
査
員
は
身
分
証

明
書
を
携
行
し
て
い
ま
す
。
検
査
を
装
っ
た

詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
設
置・廃
止
な
ど
の
手
続
き

　
浄
化
槽
を
設
置・廃
止
、管
理
者
を
変
更
す

る
な
ど
の
場
合
は
、
生
活
環
境
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
建
築
確
認
申
請
を
伴
う

場
合
は
、
該
当
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

●
小
型
浄
化
槽
設
置
補
助

　
10
人
槽
以
下
の
小
型
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
に
は
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
大
和
地
域
は
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
大
和
支
所
地

域
振
興
課 

（
☎
０
８
４
７・
33・
０
２
２
９
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

表１

問�教育振興課　☎0848・67・6151、通園して
いる幼稚園
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�問い合わせ先

申�し込み　13日（月）（必着）までに、往復はがき（1枚につき1人1教室）で①希望する教室番号・教室名②名前（フ
リガナ）③性別④生年月日⑤郵便番号・住所⑥電話番号⑦緊急連絡先⑧保護者の名前⑨通学先（市外在住で市
内に通学している子のみ）をスポーツ振興課（〒723-0014城町一丁目２番１号 ☎0848・64・7219）へ

※返信用の表面には①郵便番号・住所②名前を記入してください。
※申し込み多数の場合は４月開講の水泳教室を受講していない人を優先に抽選します。

※４歳児は平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ、５歳児は平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ。

平成28年度夏季水泳教室を開講します

平
成
28
年
度
生
涯
学
習
市
民
講
座

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ　
文
化
ホ
ー
ル

定
員　
４
０
０
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

受
講
料　
前
売
り
券
１
，０
０
０
円（
全
２
講
座
）、当
日
券
６
０
０

円（
１
講
座
）

※
前
売
り
券
は
全
２
講
座
分
の
通
し
券
。

※
当
日
券
は
開
演
時
に
空
席
が
あ
る
場
合
の
み
販
売
し
ま
す
。

申
し
込
み　
申
込
用
紙（
各
販
売
場
所
に
用
意
）と
受
講
料
を
各
販

売
場
所
へ

販
売
場
所　
中
央
公
民
館
、
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
く
い
文

化
セ
ン
タ
ー
、
大
和
文
化
セ
ン
タ
ー

問
生
涯
学
習
課　
☎
０
８
４
８・64・２
１
３
７

第1講座 第2講座
７月27日（水）
19時～20時30分
演�　題
　達川光男の一球勝負
講�　師
　野球解説者��達

たつかわ
川光

みつ
男
お
さん

紹�　介
　昭和30年広島市生まれ。広商ナ
インとして春の甲子園で準優勝、
夏の甲子園では優勝を果たす。東
洋大学では野球部創設以来、初と
なる東都大学リーグ優勝の原動力
となった。
　昭和52年、ドラフト４位で広島
東洋カープに入団。捕手として15
年間にわたって活躍し、５度のリー
グ優勝と３度の日本シリーズ制覇
に貢献した。
　平成11・12年にカープ監督。阪
神・中日のコーチを経て、現在は野
球解説者として活躍中。

８月23日（火）
19時～20時30分
演�　題
　転んだら、どう起きる？
講�　師
　俳優　宇

う
梶
かじ
剛
たか
士
し
さん

紹�　介
　昭和37年東京生まれ。高校球
児として甲子園をめざすが挫折、
構成員２千人の巨大暴走族の総
長に。荒れた日々の末、収監さ
れた少年院で読んだチャップリ
ンの自伝に感動し、役者を志す。
　にしきのあきらさん、菅原文
太さんの弟子を経て俳優デビ
ュー。美輪明宏さん、渡辺えり
さんのもとで役者修行し、現在
は映画、ドラマ・舞台など幅広い
分野で活躍中。

創業トークセミナー
と　き　25日（土） 13時～17時
と�ころ　三原シティホテル（城町二

丁目）
演�題／講師　創業と地域のかかわ

り「倉敷 三宅商店のつくりかた」
／三宅商店店主　辻 信行さん、
創業計画書の作り方／日本政策
金融公庫中国創業支援センター

所長　門野誠治さん
対�　象　起業に興味がある人、起業を考えている人、

経営革新・新事業展開をめざす中小企業経営者 な
ど

定　員　40人（申し込み先着順）
申�し込み　20日（月）までに、ファクスまたはEメー

ルで申込書（提出先と市のホームページに用意）を
株式会社まちづくり三原（☎0848・63・5538�℻ 08 
48・63・8338 m-mihara@wing.ocn.ne.jp）へ

みはら創業応援隊
参加費無料

教室
番号

教室名 と　き 定　員 受講料 回　数 ところ対　象
71 水泳　４歳児

7/25（月）～8/24（水）
の月・水・金

（※調整中）

 ９:10～10:00

各30人

5,000円
＋

保険料800円

※今年度のスポー
ツ教室の受講者は
保険料が必要あり
ません。

各12回

リージョン
プラザ　
温水プール

72 水泳　５歳児 11:10～12:00
73 水泳　小学１～２年生 10:10～11:00小学１～２年生

74 水泳　小学３～６年生 12:10～13:00小学３～６年生

75 水泳　小学１～２年生
7/26（火）～8/25（木）

の火・木・土
10:10～11:00 久井B＆Ｇ

海洋センター
小学１～２年生

76 水泳　小学３～６年生 11:10～12:00小学３～６年生

▲�辻�信行さん
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イベント情報イベント情報

　１日（水）～７日（火）の水道週間にあわせ、西野浄水場
を開放します。イベントを楽しみながら、おいしい水が
できる仕組みを学んでみませんか。
ところ　西野浄水場（西野五丁目）
内�　容　浄水施設の見学、災害用浄水機の展示、ろ過砂

の配布、ペットボトル「三原だより」の販売、水風船釣
り、わた菓子作り、
お菓子のつかみ取
り など

※場内の憩いの広場
で、持参した弁当な
どを食べることがで
きます。

水道週間イベント

４日（土）９時～16時
西野浄水場の開放

リージョン映画のつどい
６月11日（土）～７月３日（日）９時～18時

　見頃を迎えたアジサイ、アヤメ、ショウブなど、庭園
を彩る初夏の花々を楽しむことができます。
入園料　310円、中学生以下160円、小学生未満無料
※保護者同伴で高校生まで無料。
●特製弁当（1,800円）の予約販売
※予約は希望日の２日前までに三景園へ。
●抹茶（和菓子付き）の振る舞い
対�　象　①浴衣・着物で来場した先着100人②毎週日曜

日の来場者から抽選100人
●写真教室
と　き　18日（土）9時30分～15時
参加費　2,000円（入園料・昼食代を含む）
申し込み　14日（火）までに三景園へ
●ハワイアンショー
と　き　19日（日）11時30分～・14時～
�三景園管理事務所（☎0848・86・9200）

�水道部管理課（☎0848・64・2297） �観光課（☎0848・67・6014）

入�場料　1,800（1,500）円、
大学生1,500（1,300）円、
３歳～高校生1,000（800）
円、60歳以上1,100円、ど
ちらかが50歳以上の夫婦２
人で2,200円

※（　）内は割引券利用の料
金。
※障害者手帳を提示した人は
1,000円。
※年齢などを証明できる物を
提示してください。

割�引券設置場所　リージョンプラザ、ポポロ、中央図
書館、中央公民館、各文化センター、うきしろロビー、
フジグラン三原 ほか

　やっさ踊りの普及と保存に努めている三原やっさ踊り
振興協議会の練習を公開します。練習への参加もできま
す。
ところ　市民ギャラリー（ペアシティ三原西館２階）
※希望者は直接、会場へ。

ところ　中央公民館
※希望者は直接、会場へ。
内　容　唄、三味線、太鼓、笛、かねの指導

　派遣された指導員がやっさ踊りの指導をします。
対　象　10人以上の団体（１回２時間以内）
※講師の派遣は１団体につき年２回まで。
申し込み　希望日の２週間前までに観光課へ

やっさ教室

６月14日（火）18時30分～

６月２日（木）～８月４日（木）の毎週木曜日
18時30分～20時30分　※７月28日（木）を除く。

やっさ踊り公開練習

やっさ地
じかた
方教室

生涯学習出前講座
１日で踊れるやっさ踊り教室

三景園花まつり

▲�水道部マスコットキャラクター
「ミズーと仲間たち」

�リージョンプラザ（☎0848・64・7555）

８日（水）①10時30分～②14時～③18時30分～

探偵ミタライの事件簿　星籠の海 特別劇場
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�問い合わせ先�問い合わせ先

宇根山天文台
惑星＆彗星観望会
ところ　宇根山天文台（久井町吉田）
内�　容　土星・火星・木星・彗星の動きを観望。惑星の大

接近や逆行など太陽系を実感できる公転に注目した観
望
入�館料　310円、中高生210円、小学生100円、小学生

未満無料
� 生涯学習課（☎0848・

64・2137）、宇根山天
文台（開館日のみ☎
0847・32・7145）

３日（金）18時～22時

式典・記念講演会　
と　き　14時～15時45分
と�ころ　リージョンプラザ 文化ホー

ル
演　題　夢を描いて素敵に生きる
講�　師　元オリンピックランナー　

松野明美さん
�生涯学習課（☎0848・64・2137）

青少年健全育成大会
「育てよう いきいき 三原っこ」・「社会を明
るくする運動」・「減らそう犯罪」
７月２日（土）14時～

定　員　50店（申し込み先着順）
出店料　無料
申し込み　商工会議所へ

出店料　１区画につき1,000円／日
申し込み　商工会議所へ

出店者の募集

出店者の募集

気軽にライブ
やすらぎの音色にこころを寄せるひととき

古典芸能への誘い
野村萬斎　狂言の夕べ

６月４日（土）14時～

８月３日（水）18時30分～

ところ　ホワイエ
内　容　フルートとギターで紡ぐやすらぎの音色
出　演　中村 めぐみ（フルート）、上

か み が い ち
垣内 寿

としみつ
光（ギター）

予�定曲　グラナドス／スペイン舞曲第5番、イベール／
間奏曲、タレガ／アルハンブラの思い出 ほか
入場料　1,000円　
入場券販売場所　ポポロ

ところ　ホール
内�　容　人気狂言師 野村萬斎さんの解説付きで、子ど

もから大人まで楽しめる演目を上演
出�　演　野

の
村
むら

萬
まんさい

斎、石
いし

田
だ

幸
ゆき

雄
お

 ほか
演　目　蝸

かぎゅう
牛、蚊

か
相
ず も う

撲
入�場料  Ｓ席5,500円、Ａ席4,000

円、Ｂ席3,000円　
※未就学児の入場はご遠慮くださ
い。
入�場券販売場所　ポポロ、ポポロ

オンライン、うきしろロビー ほ
か

11日（土）８時～11時　軽トラ朝市

三原駅前市民広場のイベント

�商工会議所（☎0848・62・6155）

内　容　市内業者が生産・加工した農水産物の販売

４日（土）～５日（日）９時～　骨
こっとう
董市＆フリーマーケット

�芸術文化センター ポポロ（☎0848・81・0886）

▲ �中村�めぐみ
▲�上垣内�寿光

▲�野村萬斎

入場料無料

全席指定
入場券販売中

全席自由
入場券販売中

芸術文化センター ポポロ

県内の観光情報

ところ　広島市中心部一帯（中央通りなど）
内�　容　浴衣（ゆかた）がテーマのお祭り。中央通りを歩

行者天国にして実施するゆかたで踊りんさいなど、浴
衣を楽しむさまざまなイベントを実施。三原やっさ踊
りも披露されます

�ゆかたできん祭実行委員会（☎082・245・1448）

ゆかたできん祭2016
６月３日（金）～６月５日（日）11時～21時

▲ 松野明美さん
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対
象　
①
本
郷
町
善
入
寺
②
久
井
町

下
津

地
番　
①
１
１
１
７
～
１
４
７
２
番

（
耕
地
部
）、１
０
３
４
４
番
１
～
１

０
４
９
６
番
７（
山
林
部
）②
４
０

８
番
１
～
９
４
３
番
２（
耕
地
部
）

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
水
産
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
２
３
）

危
険
物 

決
め
ろ
無
事
故
の

　
ス
ト
ラ
イ
ク

　
気
温
が
高
く
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
な
ど
危
険
物
の
自
然
発
火
に
よ

る
火
災
が
起
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
家
庭
で
は
適
切
に
保
管・
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
７
）

　
敬
老
優
待
乗
車
証
を
提
示
す
れ

ば
、
１
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円
で
市

内
の
路
線
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る

70
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

の
本
人
確
認
が
で
き
る
物
と
印
鑑

を
高
齢
者
福
祉
課（
☎
０
８
４
８・

67・６
０
５
５
）ま
た
は
各
支
所
へ

　
と
き　
７
月
９
日（
土
）9
時
30
分
～

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　
水
中
ゲ
ー
ム
、
水
泳
記
録
会

対
象　
障
害
の
あ
る
人
と
家
族

申
し
込
み　
６
月
25
日（
土
）ま
で
に

み
は
ら
ス
イ
ミ
ー（
☎
０
９
０・９

５
０
９・２
２
４
１
）へ

と
き　
20
日（
月
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
せ
っ
け
ん
作
り
と
食
の
話

定
員　
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
軍
手
か
ゴ
ム
手
袋
、

牛
乳
パ
ッ
ク
１
個

申
し
込
み
先　
か
ん
き
ょ
う
会
議
浮

城（
☎
０
７
０・３
９
６
８・３
５
６
４
）

●
合
同
写
真
展

と
き　
10
日（
金
）～
16
日（
木
）10
時

～
17
時

※
10
日
は
12
時
か
ら
、16
日
は
16
時
ま
で
。

●
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト

　
～
山
下
雅
也
と
富
永 

や
よ
い　

 

サ
ク
ソ
ホ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
～

と
き　
24
日（
金
）

14
時
～

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
19
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内
容　
会
員
団
体
に
よ
る
歌
の
発
表

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
11
日（
土
）・
25
日（
土
）10
時

30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
集
合：う
き
し
ろ
ロ
ビ
ー

内
容　
三
原
城
天
主
台
、
船
入
櫓
な

ど
三
原
城
の
面
影
を
た
ど
る

参
加
費　
無
料

※
希
望
者
は
直
接
、
集
合
場
所
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
観
光
協
会

（
☎
０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

と
き　
月・
木
曜
日
13
時
～
16
時
、

土
曜
日
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
三
原
だ
る
ま
工
房（
港
町

一
丁
目
）

内
容　
土
台
作
り
か
ら
面
相
描
き

参
加
費　
６
０
０
円

申
し
込
み
先　
三
原
観
光
協
会（
☎

０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

掲示板
生活情報

催
　
し

よ
っ
て
み
ん
さ
い
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
２
階
）

５
日（
日
）～
11
日（
土
）

危
険
物
安
全
週
間

地
籍
調
査
を
し
て
登
記

を
完
了
し
ま
し
た

敬
老
優
待
乗
車
証
制
度

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

文
化
協
会
歌
謡
祭

城
下
町
を
歩
こ
う

廃
油
で
せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う

三
原
だ
る
ま
を
作
ろ
う

対 　象　市内に住民登録し、①ま
たは②に該当する人

�①今年度65・70・75・80・85・90・
95・100歳になる人
②接種日に60～64歳で、心臓・腎
臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫
不全ウイルスにより免疫の機能に
重い障害がある人
※任意接種を受けた人は対象外。
申し込み　①対象者に申込書を送付
　②各保健福祉センターへ
実 施場所　広域予防接種受託医療
機関

料　金　3,000円
問 い合わせ先　保健福祉課�
（☎0848・67・6234）

高齢者肺炎球菌ワクチン
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と
き　
11
日（
土
）9
時
30
分
～
12
時

※
雨
天
中
止
。

と
こ
ろ　
や
ま
み
三
原
運
動
公
園

対
象　
市
内
在
住・
在
勤
の
テ
ニ
ス

未
経
験
者
ま
た
は
初
心
者

参
加
費　
３
０
０
円

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　
9
日（
木
）ま
で
に
三
原

市
テ
ニ
ス
協
会�

加
藤
さ
ん（
☎
０

９
０・７
５
９
２・０
３
３
８
）へ

と
き　
19
日（
日
）13
時
～
14
時
45
分　

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館
５
階

内
容　
4
組
の
夫
婦
の
物
語
を
通
し

て
、
産
ま
れ
て
き
た
意
味
、
家
族

の
絆
、
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

※
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
推
進
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
４
４
）

と
き　
7
月
26
日（
火
）～
8
月
19
日

（
金
）の
１
～
５
日
間

と
こ
ろ　
市
内
の
社
会
福
祉
施
設

対
象　
市
内
在
住
の
中
高
生

参
加
費　
１
０
０
円（
保
険
料
）

申
し
込
み　
6
月
30
日（
木
）ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８・

63・０
５
７
０
）へ

と
き　
7
月
1
日（
金
）～
来
年
2
月
3

日（
金
）の
第
１・３
金
曜
日（
全
15
回
）

※
い
ず
れ
も
18
時
～
20
時
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
朗
読
技
術

の
習
得
と
視
覚

障
害
者
の
理
解

参
加
費　
１
，
１
０
０
円（
保
険
料・

資
料
代
を
含
む
）　　
　
　
　

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
6
月
30
日（
木
）ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

９
３
３
９
）へ

と
き　
21
日（
火
）13
時
～
13
時
45
分

と
こ
ろ　
三
原
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル（
宮
浦
四
丁
目
）

対
象　
発
達
に
不
安
ま

た
は
障
害
の
あ
る
中

学
生
以
下
と
そ
の
家

族
申
し
込
み　
14
日（
火
）ま
で
に
み
は

ら
ス
イ
ミ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

１
５
２
８
）へ

と
き　
22
日（
水
）①
10
時
～
11
時

②
11
時
～
12
時

と
こ
ろ　
宮
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容　
オ
イ
ル
を
使
っ

た
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方

法
を
学
ぶ

対
象　
保
護
者
と
①
2
～
5
カ
月
児

②
6
～
11
カ
月
児

定
員　
各
10
組（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
４
０
０
円

申
し
込
み　
17
日（
金
）ま
で
に
宮
浦

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
☎
０

８
４
８・62・７
９
４
４
）へ

任
用
期
間　
7
月
21
日
～
8
月
末

定
員　
５
人
程
度

賃
金（
日
額
）　
７
，２
０
０
円

勤
務
日・
時
間　
週
５
日
、
1
日
7

時
間
45
分

業
務
内
容　
児
童
の
健
全
育
成
に
関

わ
る
指
導

申
し
込
み　
15
日（
水
）ま
で
に
履
歴

書
を
子
育
て
支
援
課（
☎
０
８
４

８・67・６
０
４
５
）へ

社
会
福
祉
施
設
で
の
就
労
体
験

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

　妊娠期から就学前まで継続した子育て支
援を行なう拠点として子育て世代包括支援
センターを開設します。
●オープニングセレモニー
と　き　30日（木）10時～10時50分
ところ　サン・シープラザ3階
内 　容　一般から募集した愛称の発表、利用
方法の説明、園児による歌の発表など
※セレモニー終了後、子どもの身体測定や
育児相談、母乳の悩み相談を受けることが
できます。
●遊びの広場
と　き　30日（木）11時～11時30分
ところ　サン・シープラザ4階
内　容　ふれあい遊びなど
対　象　1～3歳児と保護者
定　員　20組（申し込み先着順）
申 し込み　24日（金）までに子育て世代包括
支援センターへ

問 い合わせ先　子育て世代包括支援センター
（☎0848・67・6217）

子育て世代を応援します

募
　
集

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

水
泳
教
室
の
体
験
会

た
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

男
女
共
同
参
画
事
業

映
画﹁
う
ま
れ
る
﹂の
上
映
会
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受
付
日
時　
16
日（
木
）・17
日（
金
）

受
付
場
所　
建
築
課（
円
一
町
庁
舎

１
階
）

※
募
集
住
宅・
日
程

な
ど
、
詳
し
く
は
資

料・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。

※
資
料
の
配
布
は
６
日（
月
）か
ら
建

築
課・市
民
課・各
支
所
で
。

問
い
合
わ
せ
先　
建
築
課（
☎
０
８

４
８・67・６
１
２
０
）

受
付
日
時　
21
日（
火
）～
23
日（
木
）

８
時
30
分
～
17
時

受
付
場
所　
堀
田・
誠
和
共
同
企
業

体�

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
宮
浦
四

丁
目
）

※
募
集
住
宅・
日
程
な
ど
、
詳
し
く

は
資
料
に
掲
載
。

※
資
料
の
配
布
は
14
日（
火
）か
ら
受

付
場
所
で
。

問
い
合
わ
せ
先　
堀
田・
誠
和
共
同

企
業
体�

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

０
８
４
８・61・２
２
１
５
）

対
象　
小・中
学
生
、
高
校
生

画
材・サ
イ
ズ　
画
材
は
自
由
、画
用

紙
の
四
つ
切
り
判
か
八
つ
切
り
判

申
し
込
み　
９
月
９
日（
金
）ま
で
に

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎
０

８
４
８・67・６
１
４
０
）へ

任
用
期
間　
平
成
30
年
６
月
末
ま
で

内
容　
年
２
回
程
度
開
催
す
る
会
議

へ
の
出
席

応
募
資
格　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上

募
集
人
数　
若
干
名

申
し
込
み　
16
日（
木
）ま
で
に
住
所・

名
前・年
齢・電
話
番
号
と
志
望
理

由
、﹁
ま
ち
の
美
化
の
推
進
﹂か﹁
環

境
保
全
の
意
識
啓
発
﹂の
作
文（
８

０
０
字
程
度
）を
郵
送
、フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
活
環
境
課

（
〒
723- 

0014
港
町
三
丁
目
５
番
１
号

☎
０
８
４
８・
67・
６
１
９
４
�FAX
０

８
４
８・
67・
６
１
６
４

seikats
ukankyo@

city.m
ihara.hiro

shim
a.jp

）へ

対
象　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
人

　
①
市
内
在
住
で

野
菜・
果
樹・
花

き
な
ど
を
栽
培

し
、施
設
設
置
後

５
年
間
は
生
産
し
た
農
産
物
を
出

荷
す
る
人
②
面
積
２
０
０
㎡
以
上

で
事
業
費
１
０
０
万
円
以
上
の
農

作
物
栽
培
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
の
施
設
を
市
内
に
導
入
す
る
人

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

補
助
額　
上
限
50
万
円

募
集
数　
5
件（
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
）

申
し
込
み　
30
日（
木
）ま
で
に
申
込

書（
提
出
先
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
用
意
）に
施
設
設
置
の
見
積
書

（
２
社
）、
栽
培
計
画
書
を
添
え
て

農
林
水
産
課（
☎
０
８
４
８・
67・

６
０
７
７
）へ

内
容　
事
業
所
で
の
就
職
に
必
要
な

知
識
や
技
能
の
習
得
を
め
ざ
し
た

実
習

※
実
施
事
業
所
や
入
校
日
な
ど
詳
し

く
は
、
資
料（
三
原
公
共
職
業
安
定

所
に
用
意
）に
掲
載
。

対
象　
障
害
の
あ
る
人

受
講
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
公
共
職
業
安

定
所（
☎
０
８
４
８・64・８
６
０
９
）

職
業
訓
練
生（
障
害
者
）

農
作
物
栽
培
用
施
設
の
導

入
費
の
補
助

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

環
境
審
議
会
委
員

▲ 昨年度の入賞作品

県
営
住
宅
の
入
居
者

と 　き　次の日曜日
　�①６月12日②7月10日③8月21日④9月11日⑤
10月16日⑥11月13日⑦12月11日⑧来年1月15
日⑨2月19日⑩3月12日
※受付時間はいずれも8時30分～9時。
と ころ・申し込み先　三原市医師会病
院（宮浦一丁目）（☎0848・67・7030）

定　員　各30人（申し込み先着順）
内 　容　基本健康診査、特定健康診査、各種がん
検診（胃カメラ、肺低線量CTを除く）、肝炎ウ
イルス検診

料　金　検査により異なる
※市民税非課税世帯、生活保護世帯の人は、料金
が免除される検査があります。事前に保健福祉課、
各保健福祉センターで手続きをしてください。
問 い合わせ先　保健福祉課（☎0848・67・6053）

休日に健診を受けることができます

市
営
住
宅
の
入
居
者
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各講座は申し込み先着順です。申し込み受け付けは１日（水）10時からです。生涯学習講座

中央図書館（☎0848・62・3225）
●ねむの木　おはなしのひろば
と　き　４日（土）・18日（土）10時30分～11時30分
●虹の会　絵本のよみかたり
と　き　11日（土）・25日（土）14時～14時30分
※25日は手話通訳があります。
●虹の会　０歳からのよみかたり
と　き　17日（金）10時30分～11時、
　11時15分～11時45分
●ぽけっといっぱいのおはなし会
と　き　２日（木）11時～11時30分

●読書会
と　き　27日（月）13時30分～15時
内　容　『それでも三月は、また』（谷川 俊太郎 他
著）を読み解く
本郷図書館（☎0848・85・0703）

●こんぺいとう　おはなし会
と　き　23日（木）10時30分～11時

ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）
●おはなし会
と　き　７日（火）10時30分～11時、
　11日（土）・25日（土）14時～15時

久井図書館（☎0847・32・7138）
●おはなし会
と　き　25日（土）13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間
と　き　土曜日10時30分～11時 　

講座名 と　き 対象 定員 参加費 申込期限 ところ・申し込み先
花を楽しむ
季節の寄せ植え

10日（金）
13時30分～15時30分

大人

１5人 1,600円 ７日（火） 久井南コミュニティセンター（☎0847・32・6316）
家庭でできる　
フランス料理

14日（火）
９時～12時 12人 1,400円 ６日（月） 大和文化センター（☎0847・33・1115）※会場は神田公民館。

生き生き脳のつくり
方

15日（水）
13時30分～15時 20人 100円 10日（金）沼田東コミュニティセンター（☎0848・66・3179）

体幹メソッド　
姿勢改善ピラティス

17日（金）
10時～11時30分 30人 200円 15日（水）中央公民館（☎0848・64・2137）

小早川350年の城塞　
高山城跡登山

20日（月）
９時～12時 20人 100円 17日（金）中央公民館（☎0848・64・2137）※集合は本郷生涯学習センター。

すっきり終活 20日（月）
14時～15時30分 30人 100円 15日（水）幸崎コミュニティセンター（☎0848・69・0001）

今日の私は大工さん
かわいいチェア作り

21日（火）
９時30分～12時 16人 2,000円 10日（金）本郷生涯学習センター（☎0848・85・0701）

やさしく香る　
アロマで虫除け　

21日（火）
13時30分～15時 20人 1,100円 15日（水）久井南コミュニティセンター（☎0847・32・6316）

スマホを賢く使おう 21日（火）
13時30分～15時30分 12人 100円 10日（金）久井公民館（☎0847・32・7139）

遊び文字で楽しむ
日本のおとぎ話

23日（木）
10時～11時30分 18人 900円 16日（木）須波コミュニティセンター（☎0848・67・0512）

薫製作り体験 23日（木）
13時30分～16時 14人 1,100円 17日（金）くい文化センター（☎0847・32・7138）※会場は久井南コミュニティセンター。

親子で楽しむ英会話
絵本の世界

25日（土）
10時30分～11時30分

小学生と
保護者 10組 1組

200円 22日（水）中之町コミュニティセンター（☎0848・64・4099）
書で季節の作品作り
体験

27日（月）
13時30分～15時30分

大人

15人 400円 20日（月）本郷コミュニティセンター（☎0848・85・0701）※会場は本郷支所。
おいしさ新発見　
ミルク和食

29日（水）
10時～12時30分 16人 600円 24日（金）宮浦コミュニティセンター（☎0848・62・7944）

のんびり気ままな旅
の楽しみ方

７月９日（土）
14時～16時 50人 100円 ７月５日

（火）
中央公民館
（☎0848・64・2137）

休館日　中央図書館＝休館日はありません
　　　　本郷・久井・大和図書館＝火曜日図書館アラカルト

　恋
こいみず
水（恋しいあまり流れ出る涙）、

恋
こいいた
痛し（ひどく恋しいこと）など、恋

の名前を美しい写真と一緒に紹介。
日本人が愛や恋を表現してきた言葉
の軌跡をたどります。

『恋の名前』高橋順子／文
　『それでも三月は、また』（谷川 俊太郎 他

おすすめ本



と
き　
7
月
8
日（
金
）・22
日（
金
）・

29
日（
金
）・
8
月
5
日（
金
）・
19

日（
金
）・
26
日（
金
）・
9
月
2
日

（
金
）・12
日（
月
）（
全
8
回
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分
。

と
こ
ろ　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
南
館

講
師　
県
立
広
島

大
学
准
教
授　

西
田
征
治
さ
ん

定
員　
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
15
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
県
東
部
保
健
所（
尾
道
市

古
浜
町
）

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

申
し
込
み　
10
日（
金
）ま
で
に
県
東

部
保
健
所（
☎
０
８
４
８・
25・
４

６
４
０
）へ

と
き　
16
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
運
動
機
器
を
安
全・
効
果
的

に
利
用
す
る
た
め
の
講
習

問
い
合
わ
せ
先　
県
東
部
保
健
所

（
☎
０
８
４
８・25・２
０
１
１
）

期
間　
来
年
3
月
末
ま
で

対
象　
40
歳（
昭
和

51
年
４
月
２
日
～

昭
和
52
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）・50
歳

（
昭
和
41
年
４
月
２
日
～
昭
和
42

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）・
60
歳（
昭

和
31
年
４
月
２
日
～
昭
和
32
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）の
人

※
対
象
者
に
は
無
料
券
を
送
付
し
て

対
象　
要
支
援・

要
介
護
認
定

を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以

上
の
人　
　
　
　

定
員　
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
10
日（
金
）8
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　
集
合：本
郷
総
合
公
園（
下

北
方
一
丁
目
）

コ
ー
ス　
本
郷
総
合

公
園
～
御み
と
し
ろ
年
代
古

墳
～
南
方
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
往
復
約
８
km

定
員　
50
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

申
し
込
み　
9
日（
木
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

５
３
）へ

　
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る

と
、
重
大
な
感
染
症

に
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
山
や
草
む
ら
な

ど
で
は
長
袖・手
袋
な
ど
を
着
用
し
、

肌
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
ま
す
。

受
診
方
法　
市
内
の
歯
科
医
院
に
予

約
し
、
無
料
券
を
持
っ
て
受
診

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）

と
き　
21
日（
火
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
県
東
部
保
健
所（
尾
道
市

古
浜
町
）

内
容　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
気
管
支

ぜ
ん
そ
く
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

申
し
込
み
先　
県
東
部
保
健
所（
０

８
４
８・25・４
６
４
１
）

と
き　
6
月
13
日（
月
）・20
日（
月
）・

27
日（
月
）・7
月
4
日（
月
）（
全
4

回
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
30
分
。

と
こ
ろ　
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　
要
介
護・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
～
75
歳
の
人

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
16
日（
木
） 

13
時
30
分
～

　
15
時
30
分

と
こ
ろ　
本
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

定
員　
2
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
14
日（
火
）ま
で
に
本
郷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４

８・86・３
６
０
９
）へ

野
外
で
活
動
す
る
と
き

に
は
マ
ダ
ニ
に
注
意
を

今
年
度
40・50・60
歳
に
な

る
人
は
歯
科
健
診
が
無
料
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ひろば
健康

　歯周病は、歯垢に含まれる多くの種類の菌が歯茎の炎症
や出血を引き起こし、症状が進行すると歯を支える骨まで
も溶かしてしまう病気です。
　また、これらの菌は血管に侵入し、血液の流れに乗って
全身に毒素をばらまき、心疾患や脳血管疾患、早産などを
引き起こします。
　歯を失う原因の8割以上は歯周病や虫歯です。歯周病に
は20代の約7割、30代以上の約8割の人がかかっていると
いわれています。もし、あなたに歯茎の腫れや出血、口の
中の粘つきなどがあれば注意が必要です。
　今月４日に開催する歯ーモニーフェアでは、歯の健康に
ついての相談や歯磨きの指導などを受けることができます。
妊娠している人と今年度40・50・60歳になる人は無料で歯
科健診を受診できます。
　定期的に歯科健診を受診し、歯周病や虫歯の予防と早期
発見につなげましょう。

三原市保健師　高橋明里

歯科健診を受けましょう

こ ん に ち は

保健師です

精
神
保
健
福
祉
相
談

こ
こ
ろ
の
な
ん
で
も
相
談

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
相
談

本
郷
健
康
方
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

認
知
症
予
防
教
室

～
脳
活
に
取
り
組
も
う
～

介
護
予
防
教
室
～
運
動
コ
ー
ス
～

運
動
機
器
利
用
の
た
め
の
講
習
会



子育て応援 生活情報掲示板健康ひろば
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と
き　
火・
木
曜
日
10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
乳
幼
児
の
発
達
や
子
育
て
の

相
談
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

申
し
込
み
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８・67・６
３
５
９
）

と
き　
9
日（
木
）①
10
時
〜
12
時

②
13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
乳
房・骨
盤
ケ
ア
の
紹
介
な
ど

対
象　
①
妊
娠
中
の
人
②
出
産
後
４

カ
月
ま
で
の
人

定
員　
各
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み
先　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

６
２
１
７
）

　
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け

る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
今
月
上
旬

に
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
期
限
内
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
療

育
し
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人

用
意
す
る
物　
受
給
者
の
健
康
保
険

証
の
写
し
な
ど

提
出
期
限　
30
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課

（
☎
０
８
４
８・67・６
０
４
５
）

と
き　
23
日（
木
）10
時
30
分
〜
11
時

40
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
の
読

み
語
り

対
象　
0
歳
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
バ
ス
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
17
日（
金
）①
10
時
〜
10
時
40

分
②
11
時
〜
11
時
40
分

と
こ
ろ　
大
和
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
離
乳
食
の
進

め
方
、
調
理
実
習

な
ど

応援
子育て

対
象　
①
4
〜
6
カ
月
児
②
7
〜
10

カ
月
児
の
保
護
者

定
員　
各
20
人

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン

申
し
込
み　
10
日（
金
）ま
で
に
大
和

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４

７・34・０
９
６
０
）へ

と
き　
18
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
作
り

対
象　
３
〜
６
歳
児
と
保
護
者

定
員　
10
組（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
米
１
合
、
箸
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

申
し
込
み　
10
日（
金
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

５
３
）へ

と
き　
7
月
1
日（
金
）10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
妊
娠・
出
産

の
話
、栄
養
講
座

対
象　
妊
娠
５
カ
月

以
降
の
人

定
員　
15
人（
申
し

込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
6
月
24
日（
金
）ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
４
８・67・６
２
１
７
）へ

と
き　
10
日（
金
）・17
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜

15
時
の
う
ち
1
時
間
。

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
乳
房
の
ケ
ア
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
紹
介
な
ど

対
象
　
出
産
前
後
の
人

定
員　
各
4
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み
先　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
67・

６
２
１
７
）

と
き・
と
こ
ろ　
3
日（
金
）9
時
30

分
〜
11
時・
椹
梨
公
民
館
、
3
日

（
金
）10
時
〜
11
時
30
分・
あ
さ
か

ぜ
保
育
園（
沼
田
東
町
片
島
）、23
日

（
木
）10
時
〜
11
時
30
分・
さ
ん
さ

ん
ま
り
ん
保
育
園（
港
町
三
丁
目
）

内
容　
身
体
測
定
、
育
児・栄
養・歯

科
相
談
、
遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
子
育
て
相
談

ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

子
育
て
応
援
相
談

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

母
乳
の
悩
み
相
談

セ
ル
フ
ケ
ア
教
室

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

　受給者証を提示すれば、中
学校３年生までは１回当たり
自己負担額500円で受診する
ことができます。
対 　象　中学校３年までの子
どもを養育している人
※表のとおり所得制限があります。
※国民年金に加入している人も表の額が適
用されます。

申 し込み　対象の子の健康保険証を子育て
支援課（0848・67・6045）または各支所へ

扶養親族等の数 所得制限限度額
０人 532万円
１人 570万円
２人 608万円
３人 646万円
４人 684万円
５人 722万円

離
乳
食
教
室

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

乳幼児等医療費受給者証の申請を
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人権ひろば　児童館へおいでよ！

　
人
権
は
　
市
民
が
守
る
　
み
ん
な
の
財
産

（
市
民
の
作
品
）

　
戸
籍
謄
本
な
ど
を
請
求
で
き
る
の
は
、
本
人
と

そ
の
家
族
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
な
ど
の
有
資
格
者
は
、
業
務
上
必
要
で
あ

れ
ば
、他
人
の
戸
籍
謄
本
な
ど
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
平
成
23
年
11
月
、
東
京
の
法
律
事
務
所
の
関
係

者
が
こ
の
職
権
を
悪
用
し
、
虚
偽
の
申
請
内
容
で

戸
籍
謄
本
を
不
正
に
取
得
。
１
万
件
以
上
の
戸
籍

情
報
を
調
査
会
社
に
売
り
渡
し
た
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。

　
戸
籍
謄
本
な
ど
に
は
、
本
籍
地
の
ほ
か
、
出
生

や
死
亡
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
な
ど
、
多
く
の
個
人

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
や
相
続
の
手
続
き
な
ど
に
は

必
要
で
す
が
、
悪
意
の
あ
る
人
が
身
元
調
査
な
ど

間
違
っ
た
使
い
方
を
す
れ
ば
重
大
な
人
権
侵
害
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
第
三
者
か
ら
戸
籍
謄
本
な
ど
の
請
求

が
あ
っ
た
場
合
、
請
求
書
や
委
任
状
の
内
容
に
誤

り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
が
で
き
る
物
の
提
示
を
義
務
付
け
て
、
厳
格

な
確
認
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
、
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ル
ー
ル
だ
け
で
は
個
人
情
報
を
守
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。書
類
に
虚
偽
の
記
載
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
ら
を
見
抜
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重
し
、
他
人
の
情
報
を

大
切
に
取
り
扱
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
人
権
啓
発
広
報
編
集
委
員
会
）

笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
未
来
へ
⑧

戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
の
不
正
取
得

児 童 館 へ お い で よ ！ 申し込み先　児童館（☎■℻ 兼用0848・67・1123）

※いずれも申し込み先着順です。申し込み受け付けは１日（水）10時からです。
※開館時間は10時～18時です。月曜日は休館日です。

フェリーに乗ろう
と　き　10日（金）10時40分～

12時20分
ところ　集合：三原港
内　容　フェリーで佐木島に渡る
対　象　乳幼児と保護者
定　員　15組　参加費　1,000円
用意する物　昼食

親子ストレッチ
と　き　 15日（水）①10時～

10時45分②11時
～11時45分

対　象　保護者と
①０歳児
②１～５歳児

定　員　各30組

リトミックランド
と　き　16日（木）・17日（金）

①10時30分～11時
②11時15分～11時45分

内　容　リトミック（音楽表現）
対　象　保護者と①０歳児②16日

＝２歳児、17日＝１歳児
定　員　各15組

茶のこころ～和親庵～
と　き　18日（土）①10時15分～

②11時15分～
ところ　サン・シープラザ４階
内　容　お茶のお点前
対　象　３歳児以上
※未就学児は保護者同伴。
定　員　各10人　参加費　250円
用意する物　ハンカチ・白い靴下

親子でつくろう
と　き　①21日（火）②28日（火）

10時30分～11時30分
内　容　絵の具遊び
対　象　保護者と

①０～１歳児
②２歳児以上

定　員　各20組　
参加費　100円

ママチャレンジ～大人の和・アート～
と　き　22日（水）10時30分～12時
内　容　季節のはがき

作り
定　員　10人
※託児有り。
参加費　500円

問 

市
民
課（
☎
０
８
４
８・67・
６
１
７
５
）
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くらしの無料相談窓口
　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。

相談の種類 と　　き と　こ　ろ 申し込み・問い合わせ先

弁護士法律相談

17日(金)※要予約。受け付け
は6日（月）８時30分から。 13時〜16時 中央公民館 生活環境課

（☎0848・67・6178）
8日（水）･22日（水）
※いずれも要予約。利用には
収入などの条件があります。

10時〜16時 広島地方裁判所尾道支部
（尾道市新浜）

広島弁護士会尾道地区会
（☎0848・22・4237）

司法書士法律相談 月〜金曜日 12時〜15時  電話相談  広島相談センター（☎082・511・7196）
法的トラブルの解決法・
窓口の案内 月〜金曜日 ９時〜16時  電話相談  法テラス広島（☎050・3383・5485）

消費生活相談 月〜金曜日 ９時〜12時､13時〜16時 市役所本庁５階　
※電話相談も可。 消費生活センター

（☎0848・67・6410）
消費生活巡回相談 10日（金）・17日（金）・24日（金）

※いずれも要予約。 14時〜16時 本郷・久井・大和支所

学校生活・勉強などの
悩み相談 月〜土曜日 ９時〜17時45分（土曜日

は８時30分〜17時15分）
リージョンプラザ２階
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・体罰
などの相談 月〜金曜日 ８時30分〜17時15分  電話相談  三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は､ 留守番電話で対応。
児童虐待通告窓口 毎日 24時間  電話相談  保健福祉課（☎0848・67・6088）

家庭児童相談 月〜金曜日
※８日（水）は要予約。

９時30分〜16時 サン・シープラザ３階

家庭児童相談室
（☎0848・61・0121）

女性相談 月〜金曜日 女性相談室
（☎0848・61・0122）

認知症相談 火･木曜日 13時〜16時30分  電話相談  県地域包括ケア推進センター 
　　　　 （☎082・553・5353）

成年後見専門相談 9日（木）※要予約。
14時〜16時

サン・シープラザ３階
障害者生活支援センター

（☎0848・63・3319
　 ��0848・63・3359）障害者なんでも相談

15日（水）※要予約。 本郷福祉センター
1日（水）※要予約。

10時〜12時
久井保健福祉センター

6月3日（金）・7月1日（金）
※要予約。 大和保健福祉センター

心配ごと相談

金曜日
13時〜16時

サン・シープラザ３階
社会福祉協議会・各地域センター
（☎0848・63・0570）

8日（水）･22日（水） 本郷福祉センター （☎0848・86・3607）
1日（水）・15日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

17日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
3日（金） 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

人権相談

火・水・金曜日 10時〜16時
サン・シープラザ３・４階 人権推進課

（☎0848・67・6044）１日（水） 13時〜16時
月・木曜日 10時〜16時　 市役所本庁４階

月〜金曜日
10時〜16時

人権文化センター （☎0848・66・1111）
本郷人権文化センター （☎0848・86・3333）
大和人権文化センター （☎0847・33・1308）

８時30分〜17時15分  電話相談  法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）
女性の人権相談

月〜金曜日 ８時30分〜17時15分
 電話相談  女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）

子どもの人権相談  電話相談  子どもの人権110番（ 0120・007・110）

交通事故・民事・家事相談
月〜金曜日 ９時〜17時  電話相談  県生活センター （☎082・223・8811）

13日（月）・27日（月） 10時〜12時､13時〜16時  電話相談  県東部地域県民相談室尾道支所
　　　　  （☎0848・25・2011）

暴力団関係相談 月〜金曜日 ９時〜17時  電話相談  暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）
不動産相談 3日（金）・17日（金） 10時〜15時 サン・シープラザ４階

社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）

療育・教育相談 6日（月）・27日（月）
13時〜16時 サン・シープラザ３階戦没者遺族相談 2日（木）・16日（木）

行政相談 20日（月）
水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）

　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。
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▶  

若
芽
の
茶
葉
を
摘
み
、
昔
な
が
ら
の
方
法
で
製
茶
。
江
戸

時
代
に
は
浅
野
藩
に
献
上
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
の
銘
茶
の
味

は
、
格
別
で
し
た（
5
／
15
　
お
茶
摘
み・
製
茶
体
験
交
流

会
　
大
和
町
下
草
井・黒
谷
地
区
）

▶  

ミ
ス
や
っ
さ
に
選
ば
れ
、
笑
顔
の
平ひ
ら
の野 

愛ま
な
さ
ん（
左
）と
宮み
や

永な
が

真ま

ほ歩
さ
ん（
5
／
21
　
2
0
1
6
三
原
ミ
ス
や
っ
さ
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
　
商
工
会
議
所
）

広島東洋カープ 対 福岡ソフトバンクホークスの２軍戦。
やっさだるマンが主審を務め、甲冑姿の天満祥典市長がバ
ッターボックスに立った始球式やカープの劇的なサヨナラ
勝ちは客席を沸かしました（5/15　ウエスタン･リーグ公
式戦　やまみ三原運動公園）

▲  小早川隆景が三原城に移るまで本拠を置いたと伝わる新高
山城跡。登山途中にある石垣や井戸の跡に触れながら歴史
を学びました（5/8　新高山に登ろう　新高山城跡）

▲  完走証は発行しないなど環境にやさしい大会。参加者の皆
さんは、島の人の温かい声援を受けゴールをめざしました
（5/7　エコマラソン　佐木島）

カメラ散歩Photo Walk
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写真・絵を募集しています
テーマ  
 ～あなたが残したい三原の風景～
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
選　　考　総務広報課で選考
※応募作品の著作権は市に帰属します。
※応募作品は返却しません。
申し込み　郵送またはＥメールで写
真（Ｌ判・データ）か絵（大きさは画
用紙A3サイズまで）と①名前②住
所・電話番号③撮影・制作日④撮
影・題材場所⑤作品名⑥作品エピ
ソード（70字以内）を総務広報課
（〒723-8601港町三丁目５番１号 
☎0848・67・6007 somukoho@
city.mihara.hiroshima.jp）へ

　
今
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）に

台
湾・桃
園
市
で
開
か
れ
る
東
ア
ジ

ア
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ
ト
空
手
道

選
手
権
大
会
に
如
水
館
中
学
校
2

年
の
細
井
映
生
さ
ん
が
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
細
井
さ
ん
が
出
場
す
る
の
は
、対

戦
形
式
で
技
を
出
し
合
っ
て
相
手

と
の
優
劣
を
決
め
る
組
手
部
門
。突

き
や
蹴
り
を
急
所
に
当
て
る
寸
前

で
止
め
る
以
外
は
、
空
手
の
実
践

と
変
わ
ら
な
い
種
目
で
す
。

　
4
歳
か
ら
空
手
を
始
め
た
細
井

さ
ん
。
練
習
は
厳
し
く
、
痛
い
思

い
を
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
辞

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」

そ
う
で
す
が
、「
仲
間
に
追
い
つ
き

た
い
」と
の
一
念
で
競
技
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
組
手
は
一
対
一
の
真
剣
勝
負
。

相
手
を
上
回
る
気
合
い
や
冷
静
さ

が
勝
つ
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。

「
も
と
も
と
気
が
弱
い
」と
言
う
細

井
さ
ん
で
す
が
、「
ど
ん
な
相
手
に

で
も
自
分
か
ら
攻
め
て
い
き
た
い
」

と
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

で
心
も
鍛
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、今

年
3
月
の
全
国
大
会
で
3
位
に
入

賞
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
め
ざ

す
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
選
手
に
選
ば
れ
、

国
際
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

入
れ
ま
し
た
。

　
素
顔
は「
友
だ
ち
と
の
お
し

ゃ
べ
り
が
大
好
き
」と
い
う
女

子
中
学
生
。試
合
に
向
か
う
車

の
中
で
は
、好
き
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
曲
を
熱
唱
し
て
気
分

を
高
め
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
一
面
も
。

　
大
会
が
近
づ
き
、「
動
き
の

速
い
外
国
人
選
手
に
も
通
じ

る
攻
撃
を
身
に
付
け
た
い
」と

練
習
に
励
む
細
井
さ
ん
。「
ア

ジ
ア
の
次
は
世
界
。目
標
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
で
す
」と
夢

は
世
界
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

●
撮
影
年
月
＝
平
成
28
年
５
月 

●
撮
影
場
所
＝
円
一
町

市民の広場

ミハラのチカラ

STORY  03
▲  相手と向き合うと、表情はぐっと引き
締まります

▲  胴着の胸には日の丸とJAPANの文字

三原
百景
みはらひゃっけい

新緑の並木道
　　　　　撮影者　森

もりひらやすのり

平康則さん
　曙橋南詰めから沼田川までの通りの両側に市の木で
あるクスノキが約100本並んでいます。この季節、若
葉の緑が鮮やかで、心が洗われる気持ちになります。

※このコーナーでは、スポーツや文化・芸術活動などに情熱を注ぐ若者や子どもたちを紹介します。

三
原
の
空
手
少
女　
世
界
に
挑
む

如
水
館
中
学
校
空
手
道
部
2
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細ほ
そ
い井

映は

な生
さ
ん

作品エピソ
ード
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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
総
務
広
報
課
へ
。

平
成
28（
2
0
1
6
）年
６
月
号

第
１
３
５
号　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
総
務
広
報
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

総
務
広
報
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

　　　　　　航空機の騒音測定結果（４月分）　　　（Lden）

三原市の人口（4月30日現在）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。

世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
「
昼
間
の
宇
根
山
天
文
台
が
面
白

い
」と
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
広
報
係

は
藤
井
愛
子
さ
ん
と
一
緒
に
市
内
最

高
峰
、
久
井
町
吉
田
の
宇
根
山
へ
。

　
到
着
す
る
と「
昼
間
の
宇
根
山
天

文
台
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
ね
」と
解

説
員
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
は
星
空
だ
け
で
な
く
山
な

ど
の
眺
め
も
良
い
と
聞
き
ま
し
た
」。

　
「
そ
れ
は
も
う
素
晴
ら
し
い
見
晴

ら
し
で
す
よ
」と
い
う
解
説
員
さ
ん

の
後
ろ
に
広
が
る
景
色
。

　
「
天
気
が
良
い
日
は
四
国
ま
で
見

え
ま
す
。あ
れ
が
愛
媛
県
の
石い
し
づ
ち
さ
ん

鎚
山
。

こ
ん
な
に
く
っ
き
り
と
見
え
る
の
は

珍
し
い
で
す
よ
」。

　
「
私
た
ち

ラ
ッ
キ
ー

で
す
ね
。
空

気
も
澄
ん
で

い
て
気
持
ち

良
い
」。

　
「
大
型
望
遠
鏡
で
昼
の
空
を
見
て
み

ま
す
か
」と
誘
わ
れ
て
観
望
室
へ
。

　
大
き
な
望
遠
鏡
と
開
く
ド
ー
ム
屋

根
に
驚
い
た
よ
う
す
の
藤
井
さ
ん
。

　
「
60
㎝
反
射
望
遠
鏡
は
一
般
の
人

が
観
望
で
き
る
望
遠
鏡
で
は
県
内
一

の
大
き
さ
で
す
」。

　
「
確
か
に
こ
の
大
き
さ
な
ら
、
遠
く

ま
で
見
え
そ
う
。
あ
っ
、
小
さ
く
星

が
見
え
る
」と
藤
井
さ
ん
。

　
「
昼
間
は
太
陽
の
光
で
あ
ま
り
見

え
な
い
で
す
が
、
空
に
星
は
あ
る
ん

で
す
よ
。
空
に
ど
ん
な
星
が
出
て
い

る
の
か
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
」。

　
「
昼
間
に
星
が
出
て
る
な
ん
て
考
え

た
こ
と
な
か
っ
た
な
」と
い
う
藤
井
さ

ん
が
案
内
さ
れ
た
の
は
、
１
階
に
あ

る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
中
に
入
る
と
、

天
井
に
光
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
「
こ
れ
が
昼
間
の
明
る
さ
。
太
陽

の
光
を
無
く
す
と
秋
の
星
座
が
見
え

て
き
ま
す
」と
解
説
員
さ
ん
。

　
「
昼
の
空
に
は
逆
の
季
節
の
星
座

が
出
て
る
ん
で
す
ね
」と
藤
井
さ
ん
。

　
「
見
た
い
日
時
の
星
を
映
し
出
す

こ
と
も
で
き
ま
す
よ
」。

　
「
自
分
が
生
ま
れ
た
日
の
星
座
と

か
が
見
れ
る
な
ん
て
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
本
当
に
お

勧
め
」と
藤
井
さ
ん
は
お
昼
の
天
文

台
を
満
喫
し
た
よ
う
す
で
し
た
。

　
宇
根
山
天
文
台
で
は
、
季
節
の
星

座
や
彗
星
の
観
望
会
な
ど
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

32平成28年6月号 広報みはら

あ・と・が・き

問
生
涯
学
習
課（
宇
根
山
天
文
台
に
つ
い
て
）

　
☎
０
８
４
８・64・２
１
３
７

築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

プ
ロ
野
球
が
開
幕
し
、
カ
ー
プ
の

試
合
結
果
が
気
に
な
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
の
カ
ー
プ
は
良

い
出
だ
し
で
す
▼
先
月
、
や
ま
み
三

原
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
ウ
エ
ス

タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
。
対
戦
相
手
の

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
得
点
を
リ
ー
ド
し
て

い
ま
し
た
が
、
カ
ー
プ
は
９
回
裏
の

攻
撃
で
見
事
逆
転
し
、
勝
利
を
収
め

ま
し
た
▼
カ
ー
プ
の
選
手
が一生
懸
命

プ
レ
ー
す
る
姿
は
私
も
頑
張
ら
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
を
奮
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
フ
ァ
ン
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
る
カ
ー
プ
。
25
年
ぶ
り
の

優
勝
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す（
H
）

問問い合わせ先

昼
に
楽
し
む

宇
根
山
天
文
台 
の
巻

　
「
ふ
る
さ
と
三
原
」を
次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

連
載
企
画
。
県
立
広
島
大
学
三
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
と
三
原
の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見
し
て
い
き
ま
す
。

　 看護学科２年　藤
ふじ
井
い
愛
あい
子
こ
 さん

44,113
97,467
46,664
50,803

（+113）
（－845）
（－307）
（－538）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝49.8▶本郷局（本郷町船木川西上）＝53.1

み

●14

星が一面に広がります

○ 市県民税（第１期）
納期限　６月30日（木）

夜 間収納窓口（19時まで） 
　 ２日（木）・９日（木）・16日
　（木）・23日（木）・30日（木）

税などの納期（普通徴収）

天文台の外観は
こんな感じです
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